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古代アメリカ学会主催　第 3 回公開シンポジウム 講演録
まなぶ、たのしむ　南北アメリカの古代文明

―研究成果から学びの場へ―

実行委員長挨拶

　皆さんこんにちは。古代アメリカ学会第 3 回公
開シンポジウム「まなぶ、たのしむ南北アメリカ
の古代文明 - 研究成果から学びの場へ -」にご参
加いただきありがとうございます。本日のシンポ
ジウムの実行委員会の委員長を務めております南
山大学の渡部と申します。よろしくお願いします。
本来であれば、古代アメリカ学会の会長の井口欣
也さんから挨拶をして頂くところなのですが、都
合により今回実行委員長である私の方から、主旨
説明と本日の注意事項の説明をしたいと思います。
　パワーポイントを共有させていただきます。本
日の主旨説明をお先にさせていただきます。通常
学会では、研究の成果を学会員・研究者同士で共有
するということを行っておりますが、本日のシン
ポジウムはそうした研究成果を一般の方々・社会
への還元を行うということを目的としております。
　まず、古代アメリカ学会について先に説明させ
ていただきます。1996 年に古代アメリカ研究会
が発足しまして、その後活動を続け 2003 年に古
代アメリカ学会と名称を変更し、現在まで至って
おります。本学会は、南北アメリカの先史学・考
古学並びにその分野を研究する者が活発な意見・
情報の交換を通して互いの研究の深化と知見の拡
大を図り、日本における当該研究の発展に寄与す
ることを目的としております。そして、その研究
成果を一般の方々に伝えたいというのが今日のシ
ンポジウムの目的であります。今お伝えしました
ように、古代アメリカに関する知識を社会に還元
し、学会員以外の方々に還元する、そして古代ア
メリカにする知識の思想を広げることを目的とし
て、本日はシンポジウムを企画いたしました。
　このシンポジウムの立案に先立つこれまでの
経緯を、いくつか紹介したいと思います。まず

2009 年、今から 10 年前以上ですけれども、高校
教育に関する現状把握と改善を目的として、高校
の世界史の教科書を検討いたしました。そしてそ
の検討結果を 2010 年に教科書会社に送付いたし
ました。その結果、高校の世界史の教科書の記述
の南北アメリカに関する部分がいくつか修正され
ることになりました。そして、その後同様の活動
を継続しました。2015 年には、新たにワーキン
ググループを立ち上げ、今度は高校ではなく中学
校の社会の教科書を検討いたしまして、またその
検討結果を教科書会社に送付するということを
行っております。そして皆さんご存知の方も多い
と思いますが、来年度から高校では歴史総合とい
う授業が始まります。そのために、古代アメリカ
学会では、その歴史総合の授業などで古代アメリ
カ学会の研究成果を利用した何か授業が提供でき
ないだろうかということを検討しております。今
日のシンポジウムの目的の 1 つです。これまで高
校の世界史の教科書の検討を行ったということを
説明しましたが、その結果の 1 つを紹介します。
これまで 50 年以上にわたって日本の教科書では
世界の 4 大文明という言い方が使われておりまし
た。中国・インダス・メソポタミア・エジプトで
すけれども、それ以外にアメリカ大陸にもメソア
メリカ、そしてアンデス文明時代があるというこ
とを強調した結果、実はこの世界の 4 大文明と言
い方は、英語圏やスペイン語圏では使われない用
語なのですが、こういった記述が教科書から名前
が消えるということになりました。
　こういった学問の一般社会への還元という目的
でシンポジウムを行うのは今回で 3 回目でありま
す。2009 年に、たばこと塩の博物館で、「マヤ文
明とアンデス文明の調査と国際交流」というシン
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ポジウムを行いました。2回目は2010年に、「マヤ・
アンデス文明の謎と神秘のベールをはぐ」という
シンポジウムを仙台国際センターで行いました。
この 2 回目のシンポジウムは今回と同様に、科学
研究費補助金の助成を受けて行いました。そうし
て今回の第 3 回目のシンポジウムです。2019 年
に申請し採択され、本来であれば、昨年度 2020
年度に対面形式で実施する予定だったのですが、
コロナウイルスの関係で一年延期しまして、そし
て対面形式ではなく、オンライン形式で行うこと
になりました。
　今回の目的は、知識を扱う職業の人々にター
ゲットを当てた構成となっています。例えば、学
校の教員・料理研究家・マンガ家・テレビ番組制
作に携わる人々など、そうした人々に知識・ネタ
を持ってもらうことで、そこから更に知識のある
他の人々に発給するという雪だるま式の効果を期
待しております。本日そういった目的で、5 人の
方々に講師を依頼して快諾して頂きました。繰り
返しますが、今回は研究者向けではなく、一般の
方々向けになるべく分かりやすいような言葉で
語って頂きます。
　本日の 5 人の講演者のうち 4 人は古代アメリカ
学会の会員でいらっしゃいますが、3 人目の講演
者でいらっしゃいます伊藤さんは古代アメリカ学
会の会員でありませんが、講師を引き受けてくだ
さいました。お礼申し上げます。
　そして、最後に注意事項ですが、録音・スクリー
ンショット等は全て禁止です。質問は Q & A に
書き込んでください。いくつかその質問を取り上
げて回答いたします。時間の関係上、すべての質
問に答えることはできないかもしれませんが、こ
のシンポジウム終了後、学会でシンポジウムの講

演録を作成いたしますので、その際に講演者の
方々にご協力して頂いて質問に対する回答を載せ
たいと思います。そして、本日のシンポジウムで
すが、講演録を作成するために、ホストの方でレ
コーディングしておりますのでご了承ください。
以上、主旨説明であります。本日の司会は、名古
屋大学の伊藤伸幸さんにお願いいたしておりま
す。どうぞ、よろしくお願いいたします。

伊藤伸幸）よろしくお願いいたします。紹介に預
かりました伊藤です。今回のシンポジウムについ
てですけれども、大体のパネリスト紹介をしたい
と思います。1 番最初にお話をされる明治大学の
井関さんには、メソアメリカ全体の古代文化につ
いて概観して頂きます。次の岡山大学の鈴木さん
は、メソアメリカ研究の最前線ということで、メ
ソアメリカの古人骨からの報告になります。それ
から京都精華大学の伊藤さんは、学習マンガにつ
いて、皆さんとの知識の共有という観点で話をし
て頂きます。そして 4 番目の京都文化博物館の村
野さんは、メソアメリカの研究をどのように博物
館で皆さんと共有するのかを話して頂きます。そ
れから最後に報告して頂くのは、東北学院榴ケ岡
高等学校の多々良さんです。実際に高校の先生と
して、メソアメリカ教育を実践しておられます。
そのことについて話をして頂きます。最後にディ
スカッションになりますが、それぞれの発表者の
時に、Q & A から質問事項を入れて頂きたいと
思います。発表の最後に時間がありましたら、取
り上げて直接発表者にお聞きしたいと思っており
ます。そして最後のディスカッションでは、皆様
からQ & A で頂いた質問等をベースにして、ディ
スカッションを進めて行きたいと思います。

1. メソアメリカの古代文化
井関　睦美（明治大学教授）

　明治大学の井関と申します。よろしくお願いい
たします。メソアメリカの古代文化というタイト

ルで、本日のシンポジウムのイントロダクション
になるようなお話をしていきたいと思います。現
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代の私達の文化や社会と関連させながら、メソア
メリカ文化を紹介していきます。構成としまして
は、最初にアメリカ大陸への人類の拡散の歴史を
振り返り、2 番目にメソアメリカ文化圏の概説を
行います。3 番目にメソアメリカ古代史上、最後
に繁栄を極めた文化として、私の専門でもありま
すアステカ文化、アステカ王国について説明しま
す。そして最後にスペイン人との接触とその影響
について見ていきます。
　まずはアメリカ大陸への人類の拡散についてで
す。およそ 20 万年前にアフリカで誕生した人類
が、当時氷河期のため陸続きだったベーリング海
峡を超えてアメリカ大陸に移動してきたのは、約
1 万 5 千年前と考えられています。その後氷河期
が終わり、それ以降 15 世紀末にヨーロッパ人が
到来するまで、旧大陸と新大陸の人類は隔絶され
た状態になります。そのためヨーロッパ人の到来
は、お互いに文化的社会的接触だけではなく、動
植物や病原菌などの交換という効果をもたらしま
した。この現象は一般的に「コロンブス交換」と
呼ばれていますが、これについては今日の話の最
後にまとめたいと思います。
　次にメソアメリカ文化圏の領域を説明します。
メソアメリカは、現在のメキシコ合衆国南部の 3
分の 2、そしてグアテマラ、ベリーズ、エルサル
バドル、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ
の一部を含む範囲を指します。高度な文化が栄え
た地域は、主にメキシコ中部、オアハカ地域、メ
キシコ湾岸地域そしてユカタン半島やグアテマラ
を含むマヤ地域になります。後ほどお話するアス
テカ文化は、メキシコ中部の現在のメキシコ市を
中心に繁栄しました。
　これはメソアメリカの古代文化の年表と時期区
分です。横軸に地域区分があり、メキシコ湾岸、
メキシコ中部、オアハカ地域に分かれています。
各地域で栄えた都市の名称とその歴史の長さも示
されています。縦軸は下から古い順に時期区分が
表示されています。主に高度なマヤ文化が繁栄し
た紀元後200年から900年の時期を古典期と呼び、
その前の時代を先古典期、その後の時代を後古典
期と呼びます。先古典期の代表的な文化としては、

メキシコ湾岸地域で栄えたオルメカ文化が挙げら
れます。この頃には、次にお話しするメソアメリ
カ文化の共通要素の多くがほぼ形成されていたと
考えられています。古典期は各地で高度な文化が
栄えました。例えばティカルやコパンといったマ
ヤ地域の諸都市や、メキシコ中部のテオティワカ
ンが代表的な文化的中心地です。現在は一部の遺
跡は世界遺産になっており、観光地としても有名
です。古典期の終末期には、気候変動によりメキ
シコ北部で乾燥化が進み、北部の人々が集団で南
下するという現象が起きます。これにより各地で
民族グループ同士の衝突が多発し、後古典期は各
地で戦闘的な文化が栄えました。テノチティトラ
ンは後古典期に最も影響力を発揮したアステカ文
化の代表的な都市です。アステカ文化も全般的に
戦闘的な要素が強い特徴があります。
　メソアメリカ文化の主な共通文化要素として、
以下の項目が挙げられます。まずは最後まで石器
の文化であり、金属器を使用しなかったというこ
とです。祭祀センターと呼ばれる都市の公共建造
物は、主に日干しレンガや石造りのピラミッド
でした。2 番目は車輪や大型家畜動物が存在しな
かったという点です。荷物を運ぶ大型動物がいな
いので、運搬は人力ですし長距離交易も徒歩で行
われました。3 番目に中米原産の主要作物として
トウモロコシ、アガベ、唐辛子、かぼちゃ、アボ
カド、カカオなどが挙げられます。トウモロコシ
は皆さんご存知のタコスやチップスで使われるト
ルティーヤの原材料でもあります。アガベはメキ
シコではマゲイと呼ばれています。この多肉植
物からは繊維やお酒も取れますし、日本のスー
パーでも売っているアガベシロップも作られるの
で、古来から非常に有用な植物として利用されて
きました。4 番目に金や銀ではなく翡翠、トルコ
石などの青い石や青色を珍重したということが挙
げられます。このシンポジウムのポスターにも掲
示されている石製の面は、トルコ石のモザイクで
装飾されていることから、重要な神を表している
と考えられています。5 番目はメソアメリカに共
通の暦の存在です。365 日の太陽暦と 260 日の儀
礼暦を組み合わせて使用し、1 世紀を太陽暦で 52
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年という周期で計算していました。6 番目はアル
ファベットのような文字を使わず、図像と絵文字
を使用して記録を残すという表記法です。後ほど
絵文書の絵をいくつかお見せしていきます。そし
て 7 番目の人身供犠と儀礼的戦争については、ア
ステカ文化に関するスライドで説明します。最後
に宗教儀礼の一環として行われた球技儀礼があり
ます。球技儀礼については次に説明します。
　メソアメリカの多くの祭祀センターには、アル
ファベットの I 字型をした球技場があります。こ
れはコパンというマヤの都市遺跡で球技を再現し
た様子です。競技者は腰にプロテクターを付け
て、手を使わずに腰から下でゴム製のボールをぶ
つけてゴールに入れます。ゴールは球技場の壁面
にある石の輪っかになります。都市によりルール
が違いますが、一般に勝ったチームの主将が負け
たチームの主将を生贄として首をはね、その血を
大地の神に捧げ豊穣を祈願するという宗教的な意
味がありました。マヤのチチェン・イッツァとい
う都市の球技場の壁には、生贄の儀礼の様子が彫
刻されています。左向きに跪いている負けたチー
ムの主将の首がはねられ、首から蛇の形をした血
流が吹き出している情景です。球技儀礼は広くメ
ソアメリカ諸都市で行われていたので、現代の中
米の人々のサッカー好きのルーツと考えられてい
ます。
　ここからアステカ文化とアステカ王国について
説明していきます。「アステカ」とは、古典期終
末期以降メキシコ北部から南下してきたナワとい
う人々を指します。ナワ人の伝説的故郷であるア
ストランにちなんで、現代の研究者がナワ人とナ
ワ文化につけた名称がアステカです。アステカの
言語はナワトル語です。中米原産の植物や動物の
名前には、チョコレート、アボカド、トマト、チリ、
コヨーテ、オセロットなど、ナワトル語がスペイ
ン語化したりさらに英語化したものが多く存在し
ます。ナワトル語は現在でも使用されている言語
で、話者数はメキシコを中心に約 174 万人ほどい
ると言われています。そしてナワ人の 1 グループ
であるメシーカ人は、13 世紀頃に北部からメキ
シコ盆地に移動してきた人々で、アステカ王国を

発展させる上で中心的な役割を果たしました。現
在の国名「メキシコ」の語源にもなっています。
メシーカ人は、1325 年にテスココ湖上の島に都
市国家テノチティトランを建設しました。ここは
現在のメキシコ市中心部に相当します。テノチ
ティトランは 1428 年に、テスココ湖周辺の都市
国家であるテスココ、トラコパンとともに三都市
同盟を結成しました。この都市国家群を一般に「ア
ステカ王国」と呼んでいます。これ以降の 100 年
弱の間にアステカ王国は最盛期を迎え、メソアメ
リカ文化圏一帯に影響力を及ぼしました。三都市
同盟の中で最も政治経済的に力を持っていたのが
テノチティトランなので、テノチティトランはア
ステカ王国の代名詞になることが多いです。1519
年にスペイン人が到来し、2 年間の戦いの後、ア
ステカ王国は陥落しました。1521年から300年間、
中米はスペインの植民地支配下に置かれることに
なります。現在のメキシコ合衆国は、1821 年 9
月 15 日にスペインから独立しました。つまり今
年 2021 年は、メキシコ征服から 500 年、メキシ
コ独立 200 周年に相当します。新型コロナウイル
ス感染症の流行下ではありますが、今年は記念行
事やイベントも多数行われました。
　次にテノチティトランの建国に関わる伝説につ
いて説明します。アステカ様式の『メンドーサ絵
文書』には、メキシコ盆地で影響力を発揮するテ
ノチティトランを表した図像が描かれています。
テノチティトランはサボテンの上に止まる鷲で表
されます。このシンボルはメシーカの伝説に由来
しています。伝説では、メシーカの人々は故郷ア
ストランから出発し、200 年間ほどの放浪の旅を
経てメキシコ盆地に到達しました。メシーカの守
護神ウィツィロポチトリは、「蛇を捕らえてサボ
テンの上に止まった鷲のいる地が約束の地であ
る」と予言していました。テスココ湖上に浮かぶ
島にはまさに蛇を捕らえてサボテンの上に止まっ
た鷲がいたため、彼らはそこに都市を建設しまし
た。現在のメキシコの国旗の中心にはこのテノチ
ティトランのシンボルが描かれ、メキシコの国章
にもなっています。
　これはテノチティトランの祭祀地区を再現した
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模型です。中央のピラミッドが主神殿テンプロ・
マヨール（図 1-1）です。

　頂上に二つの神殿があります。北側が雨の神ト
ラロック、南側がメシーカの守護神であり戦いの
神、太陽神の化身でもあるウィツィロポチトリの
神殿です。スペイン人によって完全に破壊された
ため、現在は部分的な遺跡しか残っていませんが、
一辺 82 メートル、高さ 45 メートルほどあったと
言われています。主神殿と向かい合うように、風
の神ケツァルコアトルを祀った丸い神殿もありま
す。現在のメキシコ市の憲法広場にテンプロ・マ
ヨールを再現した合成写真からは、ピラミッドの
スケールの大きさが確認できます。ピラミッドの
向かいに相当する建造物は、中南米で最も古いカ
トリックの大聖堂ですが、この真下にはケツァル
コアトル神殿の一部が残存しています。現在のメ
キシコ市の中心部が、まさにテノチティトランの
中心部の上に建造されたことがよく分かると思い
ます。
　ここでメソアメリカの共通文化要素である人身
供犠と儀礼的戦争について、アステカの例で説明
していきます。アステカの神話では、1 人の神が
聖なる火に身を投げることで太陽が誕生します。
しかし当初、太陽は軌道を描かなかったため、太
陽に動く力を与えるために他の神々も太陽に命を
捧げました。そのため人間も太陽に命を捧げ続け
て、太陽の動きをサポートしなければならないと
いう信仰を持っていました。生贄の儀礼はこの宗
教観に基づいており、生贄を獲得することが戦争

の目的の 1 つになっていました。戦争は宗教儀礼
の一部なので、戦士たちは動物の皮や装飾品で壮
麗に飾り立て、棍棒や弓矢で戦いました。神々に
生きた人間の心臓を捧げるため、敵を殺すことで
はなく捕虜を捕まえることが戦士にとって大きな
功績となりました。捕虜は生贄として、ピラミッ
ドの頂上の神殿の前で神官たちによって生きたま
ま心臓を抜かれ、その心臓と血は神々に捧げられ
ました。テンプロ・マヨールを表現した絵文書の
図像では、ピラミッドの階段が生贄の儀礼で血だ
らけになっている様子が表現されています。生贄
の頭蓋骨は、ツォンパントリと呼ばれる頭蓋骨を
棒に通して並べる祭壇に陳列されました。これは
鷲の衣装を身に着けたアステカの高位の戦士の像

（図 1-2）です。

　このようにコスプレのような衣装で戦う伝統
は、現在のメキシコプロレス、ルチャリブレのルー
ツではないかという都市伝説のような話がありま
す。ルチャリブレは曲芸的な要素の強いプロレス
ショーで、レスラーはマスクや様々なコスプレを
しています。日本人プロレスラーにもメキシコに
修行に行く人たちが多くいて、ルチャリブレのス
タイルを継承する団体もあります。そのような視
点で見てみると、アステカの戦争文化も興味深く
感じると思います。
　次にスペイン人との接触の歴史についてお話し

図 1-1　テンプロ・マヨールの復元模型
（メキシコ国立人類学博物館、井関撮影）

図 1-2　アステカの鷲の戦士像
（テンプロ・マヨール博物館、井関撮影）
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します。スペイン人征服者エルナン・コルテスは、
1519 年に約 500 人の兵、馬 16 頭と帆船 11 隻と
いう装備でメキシコ湾岸に上陸しました。スペイ
ン人一行は、アステカ王国に抵抗していた都市の
協力を得てテノチティトランに到着しました。一
時アステカ軍の反撃に遭いますが、2 年後の 1521
年にテノチティトランを陥落させました。スペイ
ン人は銃や大砲を持ってきましたが、アステカに
は金属器はありませんので棍棒や弓での応戦にな
ります。馬のように大型の動物はメソアメリカに
は存在しなかったので、アステカの人々は馬を見
て非常に驚いたと伝えられています。アステカ軍
が優勢の時は、スペイン人や馬も生贄に捧げられ
ました。アステカ王国の敗北の背景には、スペイ
ン人のもたらした天然痘ウイルスの影響がありま
す。天然痘は、免疫のなかった先住民の間に瞬く
間に広がり、アステカ王国の人口は半減したと言
われています。スペイン人侵攻から 100 年間ほど
の間に、疫病により先住民人口は 1 割以下まで激
減したと考えられています。天然痘で苦しむ先住
民の様子も絵文書に記録されています。
　最初にお話ししたように、新大陸は 1 万年以
上の間、旧大陸の人類と接触がありませんでし
た。そのためアメリカ大陸へのヨーロッパ人の到
来は、異なるタイプの人類同士の遺伝子レベルの
接触であったとも言えます。現在私たちが新型コ
ロナウイルス感染症の流行下で経験しているよう
に、人間同士の接触にはウイルスや病原菌の感染
が伴います。メソアメリカの場合は全く免疫のな
い病気をヨーロッパから持ち込まれ、劇的な被害

を被りました。植民地時代にヨーロッパとアフリ
カから持ち込まれた病気には、天然痘の他に、麻
疹、インフルエンザ、チフス、ジフテリア、マラ
リア、おたふく風邪、百日咳、ペスト、結核、黄
熱病などが挙げられます。一方で、スペイン人が
ヨーロッパに持ち帰ったアメリカ起源の病気が梅
毒と言われています。コロンブス交換ではもちろ
ん文化的な融合現象も起きました。特に動植物は
両大陸の食文化に大きな変容をもたらしました。
新大陸由来の作物には、トウモロコシ、じゃがい
も、さつまいも、アボカド、かぼちゃ、トマト、
唐辛子、カカオなど、私たちの食生活にも身近な
存在が多く見られます。これらはコロンブス交換
によって旧大陸にもたらされたものです。メキシ
コ料理は折衷文化の賜物で、2010 年にユネスコ
の世界無形文化遺産に登録されました。古来より
継承されてきたトウモロコシや唐辛子、豆を基本
とした、祭礼や儀礼と結びついた多彩な料理が評
価されたと言われていますが、実際は旧大陸と新
大陸の多種多様な食材が融合されています。例え
ば皆さんがよくご存知のタコスは、伝統的なトウ
モロコシのトルティーヤに、旧大陸由来の牛肉、
玉ねぎ、キャベツなどをはさんだサンドイッチの
ようなものです。このようにメソアメリカの古代
史には、現代の社会や文化を説明してくれる要素
がたくさんあります。若い方々には、身近な世界
と結びつけながらメソアメリカの歴史を学習して
頂けると、研究者としても嬉しく思います。あり
がとうございました。

2. メソアメリカに行って古人骨と語り合ってみた ―もう一つのマヤ考古学―
鈴木　真太郎（岡山大学講師）

　今日は「アメリカに行って古人骨と語り合って
みた―もう一つのマヤ考古学―」というお話で、
三部構成になっています。まずは「骨と向き合
い、人と語らう」。出土した古人骨の、どういう
ところを見て、どういうことが分かるか、という

のを簡単にお話します。それから古人骨の研究と
いうのが、国内外の古代マヤ文明の研究において
どういう立ち位置にあるのか、私の思うところを
ちょっとお話しして、最後に「アグアダ・フェニッ
クスからの声」と題しまして、有名なアグアダ・
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フェニックス遺跡の出土人骨に関わる最新の研究
の一部をご紹介しようと思います。
　さて、「骨と向き合い、人と語らう」ですが、我々
が発掘を展開している考古学者の方から「骨を見
てくれ」と言われた時には、まず以下のような分
析項目をリストアップします。予算の関係もあり
ますし、時間の関係もありますし、何より遺存状
態の関係もあるので全部カバーすることはできな
いこともありますが、大体「このくらいは最低限」
という形で考えます。

● ヒューマンタフォノミーについて
　発掘時、多くの場合人骨はバラバラになって発
見されますが、その細かい分布状況から実際骨同
士が連結している時はどんな形だったのかを考え
て、さらにそこから肉体があった頃、遺体だった
頃はどんな形で葬られたのかを研究します。骨の
ままで埋葬方法を研究することも多いのですが、
やはり古代の人が葬られた時には肉のついた遺体
として葬られているので、しっかり元々の体勢を
把握しないといけません。かなり細かく埋葬の手
法が見えてくるので民族性が示唆されたり、特殊
な埋葬の方法を受けているな、となれば社会経済
的な階層性の可能性も示唆されたりします。

オススメ文献
Duday, Henry 2009 The Archaeology of the 

Dead. Lectures in Archaeothanatology. Oxbow 
Books, Oxford.

● 性別と死亡時年齢に関して
　こちらは主に基礎骨学に関わる部分で、骨盤と
頭蓋の形状から、年齢と性別を概ね判別します。
だいたい何歳ぐらいの人で、男性か女性かの区別
は、やはり個人のアイデンティティを形成する上
で重要な役割がありますので、あらゆる古人骨の
研究において最初のステップとなる重要な個人情
報ですね。

オススメ文献
Díaz-Andreu, Margarita, Sam Lucy, Staša 

Babić, and David N. Edwards （edit） 2005 The 
Archaeology of Identity. Approaches to 
Gender, Age, Status, Ethnicity and Religion. 
Routledge, New York.

White, Tim D., Michael T. Black, & Pieter A. Folkens 
2011 Human Osteology. 3 rd. ed. Academic Press, 
San Diego.

● 生存時最大身長について
　骨格系上の長骨の長さを測ると、そこから数学
的に生前の身長を復元することができます。さら
にマヤ文明圏では先行研究で回帰数式が作られて
いるので、実は不完全な骨片からでも、ここさえ
把握できていればだいたい何センチぐらいの人
だったかは分かるというランドマークが存在しま
す。身長が分かれば、ここからは食文化であると
か、住環境であるとかを研究することができます。

オススメ文献
Del Ángel Escalona, Andrés, y Héctor B. 

Cisneros 2004 Technical Note: Modification of 
Regression Equation Used to Estimate Stature 
in Mesoamenrican Skeletal Remains. American 
Journal of Physical Anthropology 125(3): 264-
265.

Márquez Morfín, Lourdes, and Andrés del Ángel 
1999 Height among Prehispanic Maya of the 
Yucatán Peninsula: A Reconsideration. In Bones 
of the Maya: Studies of Ancient Skeletons, 
edited by Stephen L. Whittington y David 
M. Reed, pp. 51-61. Smithsonian Institution, 
Washington, D.C.

Wright ,  Lor i  E . ,  and Mario A.  Vasquez 
2003 Estimating the Length of Incomplete Long 
Bones: Forensic Standards from Guatemala. 
American Journal of Physical Anthropology 
120(3): 233-251.

● 四肢長骨の頑強性について
　四肢長骨の形態から腕とか脚とかにどのくらい
筋肉がムキムキについていたのかを判断できま
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す。そこから、この人は生前どういうライフスタ
イルだったのかを推定します。日常的に武器を振
るような生活をしている人は該当する部位に筋肉
がついてきますし、我々のように日常的に座って
過ごしている人は当然、足の筋肉は衰えていきま
す。長い距離を歩いていた、ほとんど歩いていな
いな、という観点から、移民動態も示唆されてき
ます。

オススメ文献
Ruff, Christopher B. 2019 Biomechanical Analysis 
of Archaeological Human Skeletons. In Biological 
Anthropology of the Human Skeleton. 3 rd. 
Edit., edited by M. Anne. Katzenberg and Anne. 
L. Grauer, pp. 189-224. John Wiley & Sons, Inc., 
Hoboken.

● 骨に見られる病変について
　骨にはさまざまな病気があって、もちろん多様
な原因が考えられます。感染によるもの、栄養不
足によるもの、日常的に負担のかかる仕事を繰り
返すことから起こるもの、色々あります。こういっ
た骨で認められるさまざまな病変を調べると、食
文化であったり、ライフスタイルであったり、住
環境であったり、社会経済的な階層性に至るまで、
さまざまな要素が示唆されてきます。

オススメ文献
Ortner ,  Donald J .  2003 Ident i f icat ion of 

Pathological Conditions in Human Skeletal 
Remains 2 nd Edit., Academic Press, San 
Diego.

● 歯に見られる病変について
　虫歯や歯周病、エナメル質形成不全など、口の
周りに見られる病変からも食文化であったり、栄
養状況、住環境であったり、さまざまな情報が示
唆されてきます。

オススメ文献
Hillson, Simon 2019 Dental Pathology. In 

Biological Anthropology of the Human 
Skeleton. 3 rd. Edit., edited by M. Anne. 
Katzenberg and Anne. L. Grauer, pp. 189-224. 
John Wiley & Sons, Inc., Hoboken.

● 文化的肉体変工について
　マヤ地域、メソアメリカではさまざまな文化的
肉体変工が知られていますが、特に有名なのは頭
蓋変形です。かつては簡単に「エリートのシンボ
ルだ」と言われることが多かったのですが、最近
ではこういった考えははっきりと否定されてお
り、「民族や職人集団、家族などがそれぞれと関
連の深い神の頭に近づけようとしていた非常に複
雑な背景を持つものだと」と言われています。

オススメ文献
Tiesler, Vera 2014 The Bioarchaeology of 

Art i f ic ia l  Cranial  Modif icat ions.  New 
Approaches to Head Shaping and its Meanings 
in Pre-Columbian Mesoamerica and Beyond. 
Springer, New York.

● 安定同位体の研究について
　若干理系のような響きのあるところですが、最
近では特に活発に研究されている分野です。まず
は骨や歯からストロンチウムや酸素などの同位体
の比率を見ることで、どの地域で育った食物や水
を食べて育ったか、つまり地産地消を前提として
考えると、だいたいどの辺で生まれ育った人物な
のか（移民動態）を追跡することができます。さ
らに炭素や窒素の安定同位体では、その人物が平
均してどんな食べ物を食べていたのかも研究する
ことができます。

オススメ文献
Suzuki, Shintaro, Seiichi Nakamura, and T. 

Douglas Price 2020 Isotopic Proveniencing at 
Classic Copan and in the Southern Periphery 
of the Maya Area: A New Perspective 
on the Multi-Ethnic Scenery. Journal of 
Anthropological Archaeology 60:101228. (DOI: 
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10.1016/j.jaa.2020.101228).

● 骨組織形態学について
　さまざまな長骨の切片を顕微鏡下で分析する
と、かなり細かい死亡時年齢を推定することがで
きます。人間の骨は層状構造を持ちながら成長し
ていきますが、層状がきれいに見えるものは若く、
骨の代謝の痕跡（オステオン）が多いものは比較
的高齢の個体ということができます。法医学の分
野で研究が進んでおり、オステオンの数などから
死亡時年齢を推定する回帰数式が開発されていま
す。これはボロボロになった小さな断片でも使え
るので、便利な技術です。

オススメ文献
Gocha, Timothy P., Alexander G. Robling, and 

Sam D. Stout 2019 Histomorphometry of 
Human Cortical Bone: Applications to age 
estimation. In Biological Anthropology of the 
Human Skeleton. 3 rd. Edit., edited by M. 
Anne. Katzenberg and Anne. L. Grauer, pp. 
145-188. John Wiley & Sons, Inc., Hoboken.

● 歯石デンプン粒について
　歯石を潰して、偏光顕微鏡の下で見ると、デン
プン質の構造に由来する十字（偏光十字と言いま
す）が見られるのですが、この十字の形状やデン
プン粒の大きさ、形などを中心にデータベースが
作られており、歯石の中にどの植物のデンプンが
封入されているかを検証することで、どういう植
物を食べていたのかを追跡することができます。

オススメ文献
Marta Mariotti Lippi, Lisa Pisaneschi, Lucia Sarti, 

Marina Lari, Jacopo Moggi Cecchi,2017 Insights 
into the Copper Bronze Age diet in Central 
Italy: Plant microremains in dental calculus 
from Grotta dello Scolietto (Southern Tuscany, 
Italy). Journal of Archaeological Science Report 
15: 30-39.

　さて、このように骨を見ると色々なことが分か
るのですが、こういった骨の所見にだけ則って、
骨を担当する人だけが勝手にギャアギャアいうの
はダメなことです。それは 50 年前、40 年前の「僕
は骨の人、あなたは土器の人」と分けるような時
代の悪い遺産といえるでしょう。現在では、分類
を中心とした土器や石器の研究をしている人や碑
文の解読者、さまざまな分野の研究者と協働しな
がら、細かい考古コンテクストを 1 つ 1 つ検証し
ながら、皆で 1 つの真実に迫っていくという考え
方が重要ですので、よく覚えておいてください。

古人骨の研究の立ち位置は？
　さて、こちらに関しては、さまざまな意見があ
るとは思いますが、古人骨の研究は現地 / 世界で
は非常に重要なマヤ考古学の 1 つの研究潮流とし
て認識されている、というのが私の考えです。バ
イオアーキオロジーの黎明期である 20 世紀の後
半から古人骨研究に特化したさまざまな専門の本
が出版されており、一時的な流行りというのでは
なく、現在でも断続的に専門書が出版され続けて
います。一方、日本国内の日本語メディアにおけ
るマヤ人骨研究の認知度はどうでしょうか。こち
らも私の考えですが、若干イマイチかなと思いま
す。古代アメリカ学会は新大陸の考古学を研究す
る最大規模の学会組織ですが、人骨の研究自体が
あまり出てこず、南米が出てきても、マヤに限ら
ずメソアメリカはほとんどありません。本に関し
ても、もちろん日本語でもマヤ、メソアメリカに
関する大著、良著はたくさんでているのですが、
骨の研究に特化した書籍は今のところありませ
ん。

オススメ文献
鈴木真太郎 2020 『古代マヤ文明―栄華と衰亡の

3000 年』 中公新書 / 中央公論新社

アグアダ・フェニックスからの声
　アグアダ・フェニックス遺跡から出土した古人
骨研究の一端を担わせていただいていますので、
今回は特にヒューマンタフォノミーの分析を簡単
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にご紹介します。アグアダ・フェニックス遺跡で
は非常に丁寧な、部位ごとに番号をつける取り上
げ方法がとられているのですが、これに我々が 1
つずつ、何番の骨は何の骨だという細かい検証を
していきます。時には、100 以上の骨の断片が 1
つの番号のついた袋に入っていたりもするのです
が、1 袋ずつ開けて、1 つ 1 つ中に何が入ってい
るのかを調べます。もちろん断片化しすぎていて
わからないこともありますが、時間をかけて 1 つ
ずつ調べます。そうして、どういう骨が、どこに
どう分布していたのかを徹底的に調べます。その
結果、この人物がまだ腐敗していない遺体の状態
にあったときの様子が浮かび上がってきました。
古代マヤで最古、最大級の遺構に埋葬されていた
太古の人物はなんと座っていたのです。座ってい
て、右手を右足のかかとの下に置いていて、左手
を左の太ももの上に置いておいて、頭は下を向い
て、ひざの間に置いていたことが分かりました。

（図 2-1）
　さらに遺骨の大部分が発見された主な発掘場所
とは若干異なったところから頭頂の骨、歯、さら
に脚の骨の断片が見つかっていることから、この
墓が 1 度開けられているという所見を得ることが
できました。では、墓が開けられているとなった
ら、どうやって開けられたのでしょうか。こちら
についても、研究を進めていて、結論としては、

上から入ってきて恐らく頭蓋の後ろの方をとっ
て、背骨の方からかなり下の方まで掘って、お腹
の方まで穴を開けて、膝の上の部分だけ掻き乱し
た跡、そこでハッと気づいたかのように、作業を
やめて、遺骨を戻しています。ここで戻した理由
としては、おそらく墓を開けた人は墓の存在を知
らなかったのでしょう。掘り出した骨を遠くまで
もっていったり、あまりに無下に掘り散らかした
りしていないことから、墓に葬られている人物に
対して一定の畏敬の念は持っていたのではないか
と思います。
　今回は、マヤ考古学における古人骨研究の一端
を簡単に紹介させていただきました。いかがだっ
たでしょうか。偉大な文明を築いてそれを支えた多
くの名もなき人々の忘れ形見を直に研究する古人
骨の研究、マヤ考古学の重要な側面の一つとして、
ぜひこれからも注目していただければ幸いです。

3.〈学習 / マンガ〉の可能性　
伊藤　遊（京都精華大学国際マンガ研究センター特任准教授）

　最初に伊藤伸幸先生が説明して下さったように
「マンガ研究」という研究分野がありまして、僕
はその中の「学習マンガ」というジャンルの研究
をしています。学習マンガは、実はいまや、「ジャ
ンプ」や「マーガレット」よりも今の子供たちに
馴染みのあるマンガジャンルと言っても過言では
ありません。学習マンガは学校の教科について説
明したものですが、マンガというメディアが、知
識を社会に広めていく大きな力になっているわけ

で、その可能性についてお話しできたら、と思い
ます。どういった方々に向かってお話をしたら良
いか考えたんですけれど、今回は、マンガという
メディアを通して何かいわゆる研究的な知見を一
般化した学校の教科の内容を多くの人に伝えた
い、特に学校教育の現場で子供たちにそういった
知見を伝えたいと考えている皆さんを念頭に置き
ながらお話をしたいと思います。
　まずは自己紹介をさせていただきます。僕は、

図 2-1　アグアダ・フェニックス遺跡出土人骨
の埋葬時を復元した図　Drawing by H. 
Goudiaby
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ふだん、主に京都国際マンガミュージアムという
文化施設で、マンガ研究の知見を、展覧会やイベ
ントの形にして紹介することを生業のひとつにし
ています。これは小学校を改装した京都国際マン
ガミュージアムの写真です（図 3-1 〜 6）。京都
にあるんですが、今日ご紹介する資料もここに沢
山所蔵されています。江戸期の錦絵から現代のコ
ミックス、マンガ雑誌まで 30 万点のマンガ資料
をアーカイブしている資料館でもあります。
　今日のテーマは「学習マンガ」ですが、「学習
マンガ」と言っても広義で考えると本当にいろん
なものがあります。たとえば、ある地方自治体が
新しい条例を作った時、その内容を市民に知って
もらいたい場合にマンガを使う、ということも現
代では非常に多いです。あるいはお医者さんがあ
る病気について説明する時に、口頭で説明したり、
文字ばかりの冊子を渡したりしても、患者さんに
は理解してもらいづらいですよね。そんな時こそ
マンガの登場です。ひとりのおばあちゃんの患者
を設定し、病気になったというフィクションのス
トーリーを作って、その中で病気や患者の家族が
どういった状況になるのかを伝える。そういった

ことにもマンガは使われておりまして、「学習マ
ンガ」というか「情報マンガ」のようなものは現
在ものすごく沢山あります。
　ですが、今回の「学習マンガ」はもう少し狭義
に設定していまして、学校教育における教科に対
応したもので、僕らが一般的に「マンガ」と呼ん
でいる娯楽マンガとは出版社の制作部署や制作過
程、流通経路、場合によっては読者までも異なる
児童書を指します。僕は 70 年代生まれなんです
けど、同世代以降の方でしたら、『日本の歴史』
みたいなものを見慣れている方がいらっしゃると
思います。この伝統はまだ続いていて、これは近
所の大型書店の児童書コーナーへ行った時に撮っ
た写真なんですけれどもたくさんの学習マンガが
並んでいて大きなコーナーとなっています（図
3-7）。学習マンガは、市場としてはかなり大きな
市場なんですけれど、実はマンガファンの中では
マンガとあまりみなされていない「見えないマン
ガ」の一つです。
　サブジャンルとしては、例えば理科とか歴史科
とかに対応するものが少なくありません（図 3-8
〜 9）。あるいは伝記学習マンガというジャンル

図 3-1 図 3-2 図 3-3

図 3-1 〜 3-6　京都国際マンガミュージアム

図 3-4 図 3-6図 3-5
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もあるんですけど、これは、一見歴史科系の学習
マンガですが、そこに、ある意味道徳科的な意味
合いがもたされているジャンルとなっています。
他にも、国語の教科書に載っている小説や古典文
学をマンガにしたものなど様々なサブジャンルが
あります。
　教育現場においても、学習マンガは、学習ツー
ルとして非常に注目されているんですが、教育素
材として使うにあたっては、いくつか考えてもい
い問いがあると思います。例えば、そこに描かれ
ている内容は教科書とイコールの「事実」なのだ
ろうか？　そもそも学習マンガがいつ・どういっ
た社会的背景において登場したのか？　そういっ
たことを知っておくこと・考えることが、今回の
僕のタイトルである「学習マンガの可能性」を追
求していくために必要な手順ではないか、と考え
ています。
　この発表ではまず、学習マンガという形式がど
ういった歴史的な背景で登場したのかという話を
した上で、今僕らが手に取って読んでいる学習マ

ンガがどういった制作過程を経た上で完成して書
店に置かれているのかということを、マンガ家さ
んや編集者、監修という形で関わっている考古学
の先生、歴史学の先生へのインタビューでお聞き
した中から、いくつかエピソードとして紹介した
いと思います。また、「マンガ」という表現になっ
ていることの意味は何なのか、ということをキャ
ラクター造形だとかコマ割りに注目して簡単に説
明します。
　学習マンガはいつ生まれたか、という問いの答
えとしましては、戦時中まで遡ることができるの
ではないかというのが僕の考えです。そのことを
いわゆる理科系のマンガで遡ることでちょっと見

図 3-9　歴史科の学習マンガ

図 3-10 〜 3-11・清水茜『はたらく細胞』第 2 巻、講談社、2015 年

図 3-11図 3-10

図 3-8　理科の学習マンガ

図 3-7　大型書店の学習マンガコーナー
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てみましょう。これは近年アニメにもなって大
人気の『はたらく細胞』というマンガです（図
3-10 〜 11）。人体の中を舞台に、様々な細菌やウ
イルス、それらと戦う白血球などが擬人化された
マンガなんですけれども、これは学研の『からだ
のひみつ』（図 3-12 〜 15）みたいなもののある
種のパロディになっているんですね。ここには白
血球君と赤血球君がいるんですけど、これをもう
少しリアルな形にしたらこの『はたらく細胞』と
いう一般マンガ誌で連載されていた作品になるわ
けです。最近はコロナウイルスについての解説も

していて、僕はこれでコロナのことを勉強しまし
た。こういった 70 年代に一般的に見られた学習
マンガのスタイルを懐かしくご覧になってる方も
いらっしゃるんじゃないかと思います。何かを擬
人化して、教科書に載ってるような科学的な知識
を分かりやすく解説する、というのが学習マンガ
のゴールデンスタイルで、戦後の 70 年代以降か
ら 2000 年代ぐらいまでほぼ同じスタイルで学習
マンガは作られてきました。実は、こういったス
タイルは今とほぼ同じ形で戦中に登場していま
す。このスタイルを確立したのは秋玲二さんとい

図 3-14図 3-13図 3-12

図 3-12 〜 3-15　『学研まんが　ひみつシリーズ　からだのひみつ』学習研究社、1972 年

図 3-15

図 3-16 図 3-17
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うマンガ家だと言われていて、『勉強漫画』とい
う作品が有名です。（図 3-16 ～ 20）いわゆる自
然科学的な知見を、ちょっとクスッと笑えるユー
モアを交えた四コママンガにして解説する子供向
けのマンガですね。元々は「少國民新聞」という、
後の「毎日小学生新聞」で連載されていたもの（図
3-21）がリライトされて単行本化し、戦後もベス
トセラーになりました。秋玲二さんも戦前からの
人気マンガ家でしたが、近藤日出造さんや「フク
ちゃん」を描いた横山隆一さんといった当時大人
気のマンガ家もこうしたタイプのマンガを手掛け

ていました。これは、兵器について子供達に分
かりやすく教えているマンガですね（図 3-22 〜
23）。コマ漫画ではないですが。これは横山隆一
さんの『科学漫画』です（図 3-24）。戦後に描か
れたと言われても殆ど違和感がありません。では
なぜこのようなスタイルが戦時中に生まれたの
か？　『科学漫画』の監修をしている科学者たち
が保護者や学校の先生向けにこういった文章を書
いています。「科学の知識を平易に、面白く、し
かも正しく子供達に与へてやりたい。」「漫画とい
ふ形式は子供達には一番親しいものです。子供は
漫画が好きです、一番直接に子供の心に滲み込む
ものだからです。」こうした物言いは、戦後の 70
年代以降、そして今もある学習マンガにおける、

「保護者の方へ」というページに書かれている内
容とほぼ同じです。科学的な知識を与えたい、子
供達は教科書は読まないがマンガだと喜んで読
む、そういうロジックです。なぜ戦時中にこういっ
たロジックが成立したのか。簡単に言えば戦争に
勝つには科学が重要で、いわゆる理数系の知識を、
子供達にしっかりと学ばせないといけないという
国策があったからです。実際に算数の授業のコマ
数が増えたりしている時代です。その一方で、荒

図 3-20

図 3-16 〜 20　秋玲二『勉強漫画』東京日日新聞社／大阪毎日新聞社、1940 年

図 3-21　�秋玲二「勉強漫画」『少国民新聞』1942 年
1 月 25 日、東京日日新聞社

図 3-18 図 3-19

14



唐無稽なマンガは科学的な発想から遠ざけ、子供
たちに嘘を教えてしまう、というような発想も強
化されていきます。マンガ家にとっては、そういっ
たマンガが描きづらくなる時代ですが、科学的な
ものを子どもたちに教えなくちゃいけないってい
う国策に対して、マンガ家たちも、「マンガだか
らこそできることがあります」と提案していく。
それが学習マンガの元型だと考えられるんですね。
戦後、手塚治虫さんも、そのことを裏付けるよう
な証言をしていますが、そういった状況で生まれ
たのが学習マンガだということを、現代において
その可能性を追求していくときには念頭に置いて
おくべき事実だと僕は思っています。
　ちょっとまた視点を変えて、学習マンガの可能
性を考えるときにどういったことを考えたら良い
かという問題提起をしたいと思います。いわゆる

歴史科系学習マンガ――『日本の歴史』『世界の
歴史』――はいま、すごく盛況です。歴史科系学
習マンガは教科書に対応して改訂されることが多
いのですが、高校の教科書に歴史総合が登場する
ということもあって、それを見据えて大手出版
社がたくさん学習マンガを出版しているのです。
2010 年以降大型のシリーズがどんどんと出てバ
ンバン売れている。きっかけは『ビリギャル』と
いうノンフィクションルポだと言われてるんです
けど、マンガの『日本の歴史』を読んで歴史の偏
差値をぐんと上げたということで、実写映画にも
なりましたね。KADOKAWA や「ジャンプ」を
出している集英社、「マガジン」を出している講
談社なんかが相次いで全 20 巻といった大型のシ
リーズを出しています。老舗の学研なんかも負け
じと「NEW」とつけてシリーズを出している。
　これらは、教科書に書かれている歴史的な事実、
歴史学がこれは事実であるという風に認めたもの
をベースにして、それをマンガ化しているわけで
すが、先述のように、教科書に書かれている「事
実」が、マンガで描かれている「事実」とイコー
ルなのか、ということは考えなくてはいけないの
かな、と僕は思っています。学習マンガの制作に
携わっている多くの編集者や監修者、マンガ家に
インタビューをしましたが、この三者は、そもそ
も学習マンガを作る目的が異なることがわかって
います。制作の過程は、ある意味、三者の目的が
ぶつかり合っている葛藤の現場なんですね。おそ

図 3-22 図 3-23

図 3-22 〜 3-23　近藤日出造「科学漫画」『主婦之友』1940 年 10 月号、主婦之友社、1940 年

図 3-24（左）横山隆一ほか『科学漫画　世界一周』
（右）『科学漫画　ポンちゃんの悪戯日記』

中央公論社、1938 年
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らく一般の娯楽マンガの場合は、マンガ家と呼ば
れている人のある種の作家性が一番重要なんです
けども、学習マンガはむしろ、学習ツールとして
の機能を高めたいとか、これは商品であるとかい
う編集者の目的が最優先され、マンガ家が実は一
番立場が弱い、ということは珍しくありません。
あるいは、歴史研究の専門家である監修者が一番
偉かったり、色々なパターンがあります。
　葛藤の起こる現場を少しだけ垣間見てみましょ
う。これはある学習マンガ家さんからお借りした、
ネームと呼ばれているラフです。これを見てみる
と、マンガ家に対して、編集者さんや監修者さん
が「ここは歴史的に事実が違う」「ここはもう少
し説明して欲しい」ということを色々コメントす
ることで、どんどん内容が変わっていくのがわか
ります。細かな修正というより、マンガの表現自
体が、つまりコマ割りや絵の配置が変化している
ことがわかると思います。
　しばしば葛藤の争点となっているのが、「事実」
とか「リアリティ」という問題であることは興味
深いです。「これは歴史的事実とは違うからこの
絵ではいけない」、そういった指摘が制作過程の
中でしばしばなされるのですが、そもそもマンガ
というのはどんなにリアルを追求してもフィク
ションなわけですよね。どこかで事実とは違うも
のに落とし込まなくちゃいけないわけですけど、
どこに落とし込まれているのか、ということを読
者自身、見極める必要があると思っています。笑
い話なんですけれども、あるマンガ家さんが、あ
るキャラクターにちょっとした特徴としてホクロ
を描いたんです。それをみた編集者が、その人物
にホクロがあったのは歴史的事実なんですか、と
聞いたのですが、そうでははないと答えたら、「で
はそれは外してください」と言われたそうです。
これも冗談のような話ですが、『日本の歴史』の
ような歴史科系学習マンガシリーズの第一巻に必
ず登場する卑弥呼を見たあるマンガ評論家が、「こ
の時代の女性には脇毛が生えているはずなのに、
全然生えていない！」と、半分冗談でツッコミを
入れています。ホクロはダメなんだけど、なぜ脇
毛を描かないことは OK なのか、学習マンガにお

ける「事実」や「リアリティ」とは何なのか、と
いうことを考えさせるエピソードです。
　これから学習マンガをいろんな形で活用するに
あたっては、先ほど言ったような歴史的「事実」
とマンガ的「リアリティ」の違いがどこにあるの
か、ということを読み解けるようなリテラシーが
大切なんじゃないか。それはつまり、そこに書か
れている内容についての知識以上に、そうした歴
史的「事実」とマンガ的「リアリティ」の葛藤が、
マンガ表現としてどのように落とし込まれている
のかが読み解ける、マンガそのもののリテラシー
が重要だろう、という話です。
　これらは西郷隆盛さんを書いた歴史科系の学習
マンガなんですけど、右と左で同一人物とは思え
ないですね（図 3-25）。キャラクターの描き方と
いうのは、マンガ表現においては非常に重要で、
今の子供達は左のマンガのキャラクターで描かれ
ても主人公の顔をしてないから歴史のストーリー
が頭に入ってこない。かつての学習マンガの発想
として、――西郷さんの写真も本物かどうか疑わ
れていますが――実際の写真や似顔絵・肖像画を
元にしてできるだけ歴史的事実、教科書に近づけ
ようとしているわけです。しかし、今は考えが違っ
て、「歴史の大きなストーリーを知ってもらうた
めには、そのストーリーの中心的な人物、つまり
マンガの主人公は、主人公の顔をしてなくちゃい

図 3-25　（左）樋口清之［監修］、福田三郎［まんが］
『学研まんが 日本の歴史 第 12 巻 明治
維新』学習研究社、1982 年

図 3-25　（右）加来耕三・企画・構成・監修、すぎ
たとおる・原作、やまざきまこと・作画

『コミック版 日本の歴史 12 幕末・維新
人物伝 西郷隆盛』ポプラ社、2009 年
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けない」ということで、実際そういう顔だったか
どうかは学習マンガにおいてはそんなに大切じゃ
ない、という発想にシフトしています。そういっ
た発想の中で西郷隆盛の幕末史を勉強する今の子
供達と、現実の西郷の写真に合わせた顔の西郷隆
盛が登場する学習マンガを読んでいた元・子供達
では、極端な話、歴史の理解自体異なっている可
能性すらあります。
　今と昔では、キャラクターだけではなくコマ割
りも全然違います。現在だと非常に
大胆なコマ割りがされています。コ
マというのは物語の起伏の表現に使
われているわけですが、歴史の流れ
全体を伝えたいという現在の方針に
あっては、ダイナミックでドラマ
ティックなストーリーの表現が重視
されています。ところが、かつての
コマはすごく均等に分かれていて、
キャラクターのサイズも大体みんな
一緒。どんな大事件が起こってもだ
いたい同じサイズのコマとキャラク
ターで描かれています。それはある
種の「客観性」を担保したいという
時代の発想ですが、現在はそうじゃ
ないですね（図 3-26 〜 27）。
　繰り返しますが、学習マンガの
可能性を考えるにあたっては、学
説が変わったかどうかといった内

容ではなく、マンガの表現方法そのものが学習に
どういう影響を与えるのか、ということも考える
必要があると思っています。歴史的な「事実」と
マンガ的「リアリティ」の境界線を見極めるため
の「マンガリテラシー」が非常に大切になってき
ます。この「マンガリテラシー」そのものを育む
教育が並行して行われないのであれば、学習マン
ガは、教育現場であまりうまく機能しないのでは
ないか、というのがここでの 1 つの結論です。

図 3-26　（左）かつてのマンガのコマ割り。コマはすごく均等に
分かれていて、キャラクターのサイズも大体みんな一緒。

（右）現在のマンガのコマ割り。非常に大胆なコマ割り。
コマは物語の起伏の表現に使われているが、歴史の流
れ全体を伝えたいという現在の方針にあっては、ダイ
ナミックでドラマティックなストーリーの表現が重視
されている。

図 3-27　（左）ムロタニツネ象・マンガ、樋口清之・監修『学研
まんが 日本の歴史 第 8 巻 天下の統一』学習研究社、
1982 年

（右）日本橋恵太郎・マンガ、山口正・監修『週刊マン
ガ世界の偉人 9 織田信長』朝日新聞出版社、2012 年

17



4. 博物館とメソアメリカ
村野　正景（京都文化博物館学芸員）

　本日はメソアメリカに関係する博物館および関
連研究の紹介をいたします。主に現地の博物館を
扱います。どうぞよろしくお願いいたします。
　とはいえ、初めに、日本国内のメソアメリカ関
係の展示や資料のある博物館をみておきましょ
う。全て把握できているわけではございませんが、
私の住んでおります京都の近辺ですと県に 1 つは
何かしらあるのではないかと思うぐらい意外と数
があります（図 4-1）。ただし部分的な展示や常
設でない展示が多く、特別な企画展等でメソアメ
リカにふれた方のほうが多いかもしれません。私
の勤めている京都文化博物館は 1988 年に歴史博
物館、美術館、それから映画のアーカイブの 3 つ
の顔を持つ博物館として設立されました。ここで
も企画展として、例えば 1993 年に「マヤ：歴史
と民族の十字路」という展覧会をおこなっていま
す。この展覧会はたばこと塩の博物館が主体と
なった調査の成果発表・公開を目的とした展示で
す。この調査に京都文化博物館の職員が派遣さ
れていて、その成果を紹介したのです。他にも
2010 年には本日司会の伊藤伸幸先生にご協力い
ただいて「古代メキシコ・オルメカ文明展：マヤ
への道」を開催いたしました。大変ありがたいこ
とに、これは日本とメキシコの間の交換展と位置
づけられておりました。そこでメキシコ・シティ
との姉妹都市提携 40 周年を迎えていた名古屋市
博物館と協力して、メキシコ国立人類学博物館で
日本の文化を紹介する展覧会を実施いたしまし
た。私は、そのオーガナイザーとして携わりまし
た。このように、日本でもメソアメリカの展示に
触れる機会はあると思います。ぜひ機会を見つけ
て尋ねてみてください。さてそれではメソアメリ
カの現地の博物館研究のほうに話を進めていきま
しょう。
　ところで、私は日本の国際協力機構（JICA）
が実施している技術協力の 1 つのスキームである
青年海外協力隊として、中米のエルサルバドル共
和国に派遣され、考古学隊員として活動しており

ました。この国では、日本人を含む国内外の人々
による考古学調査の長い歴史があります。その
成果等をどのようにして社会に還元していくか
が、私に課せられたミッションになっておりまし
た。そこで、私は遺跡公園に設置された博物館や
国立人類学博物館で、来館者調査やワークショッ
プなどを実施し、実践的博物館研究を進めてきま
した。その成果の一端は『メソアメリカ文明ゼミ
ナール』（伊藤伸幸監修、勉誠社、2021 年）とい
う本の中で短い文章ですが紹介しております（図
4-2）。本日は、これに基づきながら現地の博物館
を紹介し、それから本シンポジウムの目標の 1 つ
である、日本の学校教育にも少し結びつけてみた
いと思います。
　さて、博物館を扱うと申し上げましたが、みな
さんは博物館というとどんな姿を思い浮かべます
か。博物館はスペイン語では museo（ムセオ）、
英語では museum（ミュージアム）といいますが、
この用語が指すのは何でしょうか。日本で「博物

図 4-1　メソアメリカ博物館

図 4-2　『メソアメリカ文明ゼミナール』
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館とは何か」という問いに答えるのは比較的簡単
です。博物館法という国の法律で定められている
からです。しかし、メソアメリカ諸国ではそうは
いきません。どの国にも博物館法がないからです。
そのためムセオ（博物館）の意味は多義的になり、
日本語の博物館でイメージする施設より、少し広
い意味の施設も含むこともあります。実際の運用
の場面では、各国の文化財保護法関連の法律や、
博物館関連の部、とくに国立博物館の定め、それ
に国際博物館会議（ICOM）の定義などを用いて
いるというのが現状です。
　では実際にどんな博物館があるのかを紹介して
いこうと思います。図 4-3 をご覧ください。ここ
にはメキシコと中米諸国の全て、つまりメソアメ
リカとされる領域よりも、やや広い範囲の博物館
を含めています。IBERMUSEOS というイベロア
メリカ諸国の博物館を扱っている事業があり、そ
の集計によると、図 4-3 のような博物館数になり
ます。先ほど申し上げたように博物館数を把握す
るのは難しい作業です。試みに ICOM の把握し
ている数をみると、メキシコはあまり変わりませ
んが、その他の国では 20 前後の博物館数が挙げ
られていて、数値が異なっています。ただし、い
ずれにせよメキシコが抜きん出て多いという状況
は変わらず、この地域の 1 つの特徴といえるで
しょう。そのメキシコに世界最大級の博物館もあ
ります。有名な国立人類学博物館です。到底 1 日
では見きれない量の資料がある広大な展示空間に
なっています。
　ここで博物館の歴史をざっと振り返ってみま
しょう。1821 年にスペインからメキシコ、それ

に現在の中米諸国が位置する地域が独立します。
そしてメキシコでは独立後すぐの 1825 年にメ
キシコ国立博物館が設置され、その他の諸国も
1880 年代に国立博物館を設置しています（1883
年エルサルバドル国立博物館、1886 年グアテマ
ラ国立博物館、1887 年コスタリカ国立博物館、
1891 年ホンジュラス国立博物館）。メソアメリカ
地域における国立の博物館のはじまりです。ちな
みに日本でも明治維新後すぐの明治 5 年（1872）
に文部省博物館を設置していて、似たような動き
がありました。メキシコではそれから約 50 年の
後、1877 年から 1911 年ごろのあいだに、研究年
報の発刊、古代文明の展示公開、記念物を守る法
律（考古モニュメント法）の公布、テオティワカ
ン遺跡国有化などが実施され、文化遺産の保護
や公開にかかる多様な取組が行われていきます。
1950 年代には早くも来館者調査が開始されてい
ます。そして 1968 年には、メソアメリカの諸国
ではじめて文化遺産の修復保存と博物館学の専門
家育成機関（ENCRyM）がメキシコで設立され
ました。現在も国際的に優れた機関として知られ
ています。
　1970 年代には、メソアメリカの博物館にとっ
て重要な出来事がありました。本日、最も知って
いただきたいことでもあります。それは、1972
年のサンティアゴ・デ・チレ宣言です。南米のチ
リで行われたユネスコの「現代社会における発展
と博物館の役割に関する円卓会議」から生まれま
した。2019 年の ICOM 京都大会で国際的な新し
い博物館定義の議論がなされましたが、その新定
義案にも引用された重要な宣言で、日本の博物館
関係者もみるべき宣言と思います。ここには「博
物館は社会発展のために存在し、この目的のもと
に、努力すべきである」という有名な趣旨が書か
れています。この会議に参加していたラテンアメ
リカ諸国の博物館関係者は宣言の内容、それに会
議中の議論に非常に刺激を受けたそうです。なぜ
なら、エリートを主な顧客としてコレクションを
中心とした活動をおこなう伝統的博物館の姿に対
し、地域振興のために地域主体で遺産を扱ってい
くということ、博物館が社会発展のためにあると図 4-3　メキシコ・中米の博物館数
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いうことが非常に強く謳われたからです。その結
果、これからの博物館像を見直していかなければ
いけないという動きにつながっていくのです。
　いち早く動いたのは、やはりメキシコでした。
1972 年以降には地方分権が進み、地域のニーズ
に沿った博物館運営が認められるようになった
り、考古遺物類も遺跡近くの博物館へ戻されてそ
ちらで展示するようになったりしました。他に
も興味深い取組がおこなわれています。例えば、
1972 年から日本でいうところの小中高、つまり
大学ではなく、高等教育以前の学校内に博物館を
設置していこうというプロジェクトが行われまし
た。学校教育は、地域振興の基盤づくりに直結し
ますし、国際的にも普遍的施設ですから、その取
組は広がりを見せました。1982 年までに 1,000 館
以上存在したそうです。ほかにも 80 年代には、
都市部にはコミュニティ・センター、農村部には
コミュニティ博物館の設置が行われました。コ
ミュニティ博物館の取組は、いまやメキシコ国
内だけではなく、メソアメリカ 諸国にもみられ
ます。実際、インターネット上の検索サイトで
‘community museum’ と打ち込むと、たいへん多
くの博物館があることに気づきます。私もいくつ
か見学させていただきました。特徴は、市民が博
物館運営の意思決定に参画していることで、いわ
ば、「市民のため」というより「市民による」博
物館です。そのため、国立館など公的機関が扱う
ことをさけるような、忌まわしい記憶に関する博
物館もあります。エルサルバドルの例では、内戦
によって大量に人々が殺害された事件（エル・モ
ソテ事件）があり、その記憶を忘れないための博
物館も営まれています。こうしたコミュニティ博
物館は、メソアメリカ諸国の歴史や文化を物語る
特色ある博物館であると思います。
　ところで、こうしたメソアメリカ の各種の
博物館は、現地に行かないと楽しめないと思わ
れるかもしれません。しかし、先ほど紹介した
IBERMUSEOS、コスタリカの ILAM という博物
館研究をおこなう組織がインターネットでアクセ
スできる博物館も紹介しています（図 4-4）。ど
ちらも優れたアーカイブを公開しておりますから、

そちらをご覧いただけると、日本にいながら現地
の状況、現地のミュージアムの様子が楽しめると
思います。とりわけ、近年ではコロナウイルス感
染拡大の関係もあり、バーチャルミュージアムの
取組がメソアメリカ諸国でも進んでいます。各博
物館のリストとリンク先を記した、いわゆるまと
めサイトもあります。一例として、アメリカの博
物館を中心としたものですが（https://mcn.edu/
a-guide-to-virtual-museum-resources/）、 こ こ に も
メソアメリカの事例は掲載されています。
　それでは次に、こうしたメソアメリカの博物館
に、私達外国人がどのようにアプローチしている
のか、あるいはしていけばいいのか、お話します。
その比較として、考古学について、この問いを考
えてみましょう。考古学は現地の遺跡に対し、発
掘というアプローチを取ることができ、遺跡出土
の考古資料について研究し、また遺跡の保存活用
について検討するという取組ができます。研究者
でなくとも、これらはすぐに思い浮かぶかもしれ
ません。しかし、博物館はどうでしょうか？博物
館は一般的には見て学んで楽しむような対象かも
しれません。しかし研究対象とした場合に私たち
はどのようなアプローチができるでしょうか？
　まず比較的容易にできるのは、展示内容を分析
することです。どのように古代文明や歴史が展示
されているのかを把握して、その国や地域での歴
史の語り方の特徴を研究するとか、批判的な視点
でその展示内容に政治的な意図をよみとることも
あるでしょう。しかし、考古学者が遺跡の保存や
活用に積極的にアプローチするように、博物館研

図 4-4　アクセス容易なミュージアム・データベース
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究者も現地の博物館の課題解決に貢献するアプ
ローチが、私は望ましいと考えています。例えば、
メキシコ国立芸術院美術館館長のミゲル・フェ
リックスは、博物館の地域格差の是正、来館者調
査の促進、収蔵品カタログの作成、長期計画の立
案、法整備、資金の獲得、博物館職員の適正な評
価、観光への対応などの課題があると指摘してい
ます。日本の博物館も同じような課題を抱えてい
ますから、一緒に問題を検討することができるで
しょう。それに日本と比較すると例えば、日本は
約 2 万人に 1 人の割合で博物館がありますが、コ
スタリカで約 4 万人に 1 人、メキシコで約 8 万人
に 1 人、とまだ博物館の発展の余地があるように
思います（図 4-5）。
　今後のためにも今一緒に検討することは重要で
す。こうした取組は開発協力として現地社会への
貢献につながります。私はエルサルバドルで博物
館にどういう人が来ているのか等の現状や課題の
把握を進めました。例えば、現地で最も著名な遺
跡公園とその博物館への訪問者の割合は、学生が
半数を占めていました。実際の人口比率での学生
は 3 割ぐらいですから学生の来場の多いことがわ
かります。しかし博物館や遺跡の滞在時間に何を
しているかというとほとんどが自由時間でした。
なぜ自由時間なのかを教員にたずねると、遺跡公
園や博物館をどう使ったらよいかわからないとい
う回答が多数ありました。ただし、いまわからな
いけれども使い方を知りたい、そして古代の文化

や歴史を生徒らに教えたいという希望を、教員が
もっていることがわかってきました。
　この国に対しては、教育普及・教育振興が開発
途上であるため、JICA は教育への様々な支援を
おこなっています。その一環として我々考古学者
がおこなってきた研究を教育に生かしていけばい
いのではないか、とりわけ博物館を通じた教育へ
協力していけばいいのではないか。そこで、考
古遺産の博物館学習のメニューを作り（図 4-6）、
出前講座をして教員と連携していった結果（図
4-7）、嬉しいことに、生徒達が自発的にピラミッ
ドの模型を製作したという報告を教員から受けま
した（図 4-8）。今までは遺跡に関心のなかった
子たちがそれに目を向けてくれたのです。ほかに
も博物館をもっと一般に普及するためガイドブッ
クの作成を現地の文化庁と協力して作成しました

（図 4-9）。
　ここまでの取組は現地の現存の博物館を利用し
たアプローチですが、さらに一歩踏み込んだアプ
ローチもあります。それは、博物館の創設にも関
わるというものです。図 4-10 はエルサルバドル
のカサブランカ遺跡公園です。大井邦明先生をは
じめとして司会の伊藤先生など様々な方が関わっ
て、古代のピラミッド状建造物の調査をしてきた
遺跡ですが、その成果を紹介し、且つ当地の伝統
産業復興や地域振興などを見据えて、博物館を建
設したのです。そして JICA も含めた経済的・技
術的国際協力により、遺跡公園・博物館を整備

図 4-5　1 博物館あたりの面積と人口
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していきました（図 4-11）。単なる遺跡紹介でな
く、地域振興の工夫もおこなっていることが特徴
で、重要です。他にもニカラグアでは京都外国語
大学の南博史先生がコミュニティ・ミュージアム
作りをされておられますし、ホンジュラスのコパ
ンでは金沢大学の中村誠一先生が監修されたデジ
タルミュージアムがあります。後者は現地の他の
遺跡や博物館をつないでエコミュージアムを構想
しながら今まさに進化を遂げようとされておられ
ます。近年、この両大学の活躍はめざましく、現
地の人々とも協力して、取組の情報を共有し、さ
らに活動を広げるべく、シンポジウムやワーク

ショップを共同で開催しています。
　最後に、日本の学校教育とのつながりについて
少し提案したいと思います。本シンポジウムの冒
頭などで、歴史総合の話が出てきました。日本の
学校教育の中に古代アメリカないしはメソアメリ
カのことを伝える仕組みを作っていくという目的
で歴史総合にアプローチするのはそれで意味があ
ると思います。しかしながら、他にも例えば国際
協力という文脈では地理総合の中に必修化もされ
ていますし、総合的な学習の時間や学校設定科目、
課外授業などというように様々なアプローチの対
象があるはずです。それらも検討に入れるべきで

図 4-6　博物館での考古遺産学習メニュー 図 4-7　学校訪問

図 4-8　生徒たちの自発的なピラミッド製作
図 4-9　博物館のガイドブック製作

図 4-10　エルサルバドルのカサブランカ遺跡公園　 図 4-11　日本の文化遺産国際協力
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す。更に言うと、場所へのアプローチも必要では
ないでしょうか。授業のようなソフト面ではなく、
場所というハード面です。
　その 1 つは学校博物館の利用です。例えば、京
都市内の約 6 割の学校内に展示室のあることがわ
かっています。もちろん京都だけではなく他府県
にも多数あります。福岡県の糸島高校には郷土博
物館という立派な施設もあります。私も京都府立
鴨沂高等学校で展示やその準備に携わってきまし
た。ここに古代アメリカの情報等を展示したらど

うでしょう。またメキシコの学校博物館の事例は
比較研究をおこなうことで、日本の学校博物館に
も役立つかもしれません。こうした施設の存在は
これまであまり学芸員や研究者に知られていませ
んが、新たなアプローチ先として提案いたしま
す。これに関して、私や関係者が執筆したものは
図 4-12 に挙げましたので、ご参考になれば幸い
です。そうしましたら発表を終わりにさせていた
だきたいと思います。ご清聴ありがとうございま
した。

　5. メソアメリカ教育の実践
多々良　穣（東北学院榴ケ岡高等学校教諭）

　「メソアメリカ教育の実践」ということで私東
北学院榴ケ岡高等学校の教員をしております、
多々良と申します。どうぞよろしくお願いします。
本日の内容ですけれど、まず 1 番目に「興味関心
の喚起」ということでどのように生徒に関心を
持ってもらうのかということ。それから 2 番目に
は「授業デザイン」；どのようにその授業を進め
ていけばいいかという計画の問題。それから 3 つ

目は、昨今問いがすごく必要だと言われているの
で、どういうような問いを用意しているかという
実例。そして 4 番目は、今日何回か歴史総合とい
う新科目の話題が出てきましたけども、来年度か
らどういうものをやって行けばいいかというこの
四点についてお話しさせていただきます。
　まず、興味関心の喚起ということですけど、私
は授業の初めにアイスブレイクというものを行う

　図 4-12　学校に関わりこれまで発表者が執筆、編集したもの
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ようにしています。アイスブレイクとは名前の通
りですね。氷を溶かすというような意味合いで、
授業の中で生徒達が色々と意見交換をするのをや
りやすいように関心を持ってもらうっていうこと
も 1 つなんですけど、その対応をしやすい環境を
作るということを目的にアイスブレイクをやって
おります。今日ここに参加されている皆さんはも
う分かるかなと思うんですけど、例えばアイスブ
レイクの一例としまして、今ご覧頂いてる写真で
すね、バレンタインの時期が近づくと割と効果が
あるかなという感じですけれど、左側の方はマヤ
文字、右側の方はその文字で示しているものを入
れておく。これはお墓で発見されたんですけども
容器ということになります。もう大体お分かりに
なるかなと思うけども、一般の生徒はこれなんだ
ろう？っていう感じになります。ヒントとしまし
て「これ甘いんだよね」って言ったりしますね。
ただ「この飲み物は現在ではちょっと甘いという
イメージがありますけども当時は甘くはないん
だ」という話をしてそのあるものを表したという
ことで、左側のものと右側のものを見ると、大体
これで生徒たちは気づくことが多いということに
なります。で、正解はカカオということになりま
す。あとは、ご覧頂いている地図（図 5-1）って
いうのはこちらの方がマヤ文明。そしてこちらの
紫の方は、今日一番最初井関さんに発表していた
だきましたけどもテノチティトラン。それからこ
ちらにありますのはインカ帝国。来週アンデスに
ついてのシンポジウムが行われる予定ですけども、
こちらがアンデス。だいたい高校生の場合はこの
マヤとアステカと、インカを中心としたアンデス
の違いはよく分からないので、こういったものも
アイスブレイクの 1 つの要素になると思います。
　次に授業デザイン。授業デザインをする際の目
的ですが、まずは覚えることも当然大事ですけれ
どもやっぱり理解することが非常に大きいかなと
思います。それから単に歴史・昔のことをやるよ
り、それを現代と絡めて考えるということ。そし
て来年度から始まります学習指導要領で謳われて
いるけれど、自分ごととして考えること。他人事
として考えるとどうしても「昔こういうことが

あったよね、はいおしまいです」って感じになっ
てしまうので、自分だったらということを考えさ
せるような、そういう工夫も授業デザインでした
いと思っています。授業で生徒につけてほしい力
ということで、まず教科書を最初読んでもらうこ
とで、その中身をきちんと読解できるかどうか、
内容把握できるかどうか。2 番目には資料を提示
するのでその資料を読み取れるかどうか。それか
ら 3 番目には思考力ということを問いを通じてい
ろいろな方面から考えることができるかどうか。
そして 4 番目は私だいたい授業の最後の 5 分ぐら
い今日の振り返りということでその授業の中で学
んだことをちょっと文章化してみようっていう事
をやるんですけども、自分の考えを言語化するこ
と。こう言ったことを授業で生徒につけてほしい
力ということでだいたいベースに考えています。
50 分授業の中でアイスブレイク、それから教科
書を読んでもらうということですね。
　そして 3 番目にペアワークというものをしても
らっています。そこで教科書について分担を決め
てそれぞれに担当部分を簡単に説明しあう。そし
て私の方からポイントの説明をしてそれに問いを

図 5-1　南北アメリカの地図（東京書籍『詳
説世界史 B』p.76 より）
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含めて考えてもらう。最後に振り返りということ
で文章を書いてもらう。という 5 つの構成で考え
ています。問いの例ですけれど、ここに載せたも
のが全てではありません。例えばマヤ文明はどう
いう特徴があるのか？それから水資源はどういう
環境でどのように確保するのだろうか？あるいは
ピラミッドの用途や機能。どのようにピラミッド
は使うために作られたか？ 4 つ目はこれも最初の
発表でありましたけども中央アメリカ原産の食べ
物。こういうことでこれに関連付いた風習がある
のかどうかということ。そういったことを問いの
例として出すことが多いです。では 1 つ 1 つ簡単
にご紹介をいたします。まずマヤ文明は中央アメ
リカにあります。これが地図を大きくしたものに
なります。これはチチェン・イッツァというユカ
タン半島にあるものです。このチチェン・イッ
ツァの遺跡を紹介することが多いかもしれませ
ん。ティカルと呼ばれる非常に大きい遺跡で現在
は世界遺産に登録されていますが、このティカル
はかなり密林の中にあります。こういうように地
図を見せながらお話していきます。
　まず 1 つ目の問いとしてククルカンの降臨とい
うことで。こちらの方はユカタン半島の北部にあ
るチチェン・イッツァですが春分の日と秋分の
日、年 2 回、ここの部分（図 5-2）に蛇の形が浮
き出てきます。ここの、太陽から見えないところ
が影になっているわけですけどここにだけ太陽が
当たることによって蛇が見られます。1990 年ぐ
らいに実際に私が行って 30 分ごとにシャッター
を切って参りました。これからこれ、これからこ
れというように 30 分ごとに移り変わっています。
この写真（真ん中の写真）が一番わかりやすい蛇
が見れますね。この蛇の形をした神様がククルカ
ンです。ククルカンの降臨、神様がピラミッドに
降りてくるという現象。これを表したものになり
ます。それから同じチチェン・イッツァの遺跡
に球技場（図 5-3）がありますが、これも井関さ
んが話していたものと似ている、もしくは同じも
のになります。ここの輪っかのところに手を使わ
ずにボールをくぐらせるという球技が行われてい
ました。この球技はスポーツというよりもむしろ

生贄を捧げるための儀式というように考えられて
います。そしてこれも今までの発表の中でお話が

図 5-2　ククルカンの降臨（多々良撮影）

図 5-3　チチェン・イッツァの球技場（多々良撮影）
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あったと思いますが、これ（図 5-4）を見ますと
ここに横を向いた人がいますけれど、首がないん
ですね。そしてここ（首のあたり）から血がどん
どん出ていて、血の先には蛇が描かれています。
では首はどこに行ったのかというと、ここ（写真
の下部）にありますね。右側を向いた、切り取ら
れた首があってこれも血が出ていて、血の先には
蛇がいます。ここに右を向いた髑髏が待ち構えて
いるのが見られますね。これらから生徒は儀礼が
マヤ文明では重要であったと理解することになり
ます。それからこれは放血儀礼と言いまして、そ
ういったものもここで見られること。そしてこれ
はヤシュチランという遺跡の石碑から撮った写真
ですが（石像の）舌に穴を開けて紐を通すんです
ね。血がまた流れていくけれど、その血を溜めて
王に捧げる。そういった儀式です。
　では 2 つ目の問いとして、水はどう確保したの
かという話です。これらの写真はユカタン半島の
地形ですが石灰岩質になっています。表には石灰
岩がありますけれども下の方に空洞ができる。こ
れを人工的にも漆喰で固めた、チュルトゥン（貯
水槽）というのが（図 5-5）あります。あるいは
石灰岩の岩盤は雨水が染み込むためにもろくなっ
て、岩盤がドーンと落ちて水たまりができる、そ
ういったところの写真です。これはチチェン・イッ
ツァのセノーテ（図 5-6）ですね。こういったと
ころから水を引き上げます。あるいはチュルトゥ
ンですが、表面は狭いんですけど中は広くなって
いまして、ここら辺を漆喰で固めて水が溜まるよ

うにする。これで水の資源を確保していたと考え
ます。それからこれはティカルの例ですけども一
般の本の中にも出ていたので、もしこの学説が今
はない、あるいは弱くなっているのでしたら後で
専門の先生がたにご指摘・アドバイスお願いした
いです。その本にあったのが、ティカルがだんだ
ん坂になっているけどもここには 3 つの貯水池が
あります。水はだんだん上から下に流れていきま
すから上の貯水池が 1 番綺麗です。1 番下の貯水
池がいろんなものが混じって汚い水です。1 番上
の貯水池をおそらく飲み水として使い、1 番下の
貯水池は農業用水に使われたと推測されます。
　次に 3 つ目の問いとしてピラミッドが作られた
理由です。ピラミッドというと、生徒たちはマヤ
というよりエジプトのピラミッドをイメージしま
すから、こういうもの（図 5-7）がピラミッド形
の建築物だと写真を見せて紹介をするわけです。
ここでは、こういう形がマヤのピラミッド（図

図 5-6　チチェン・イッツァのセノーテ（多々良
撮影）

図 5-5　チュルトゥン（多々良撮影）

図 5-4　球技場の石彫（多々良撮影）
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5-8）だなどという話はしません。エジプトのギ
ザのピラミッドを考えたときに、これとマヤの
ティカルというピラミッドを比較した時に何が違
うのだろうか、ということを考えさせます。今日
は高校生の皆さんはあまり多くは参加されていな
いかもしれませんが、これ（ギザのピラミッド）
とこれ（ティカル）を比較した時にどういった違
いがあると思いつくでしょうか？授業では（2 つ
のピラミッドの）形が違うがどのように違うかと
いうところから、実際にどのような使い方をされ
たのかということまで考えてもらいます。あえて
答えは言いませんけども（ギザのピラミッドの）
外側には階段はついていないけれどもティカルの

ピラミッドにはついている。そしてティカルのピ
ラミッドの上には部屋が設置されているけれど、
ギザのピラミッドは（外側には）部屋がないとい
う違いですね。ギザのピラミッドは王の墓という
説があります。私の認識では、ここからは明確な
王墓は発見されていないのですが、マヤのピラミッ
ドには明らかに王の墓だというものがいくつもあ
ります。そういったところもちょっとお話をしな
がら生徒たちに違いを考えてもらう。意識してそ
の答えは言わないということも実はあります。
　では最後の問いとして、中米原産の食べ物とい
うことで。大体トウモロコシが生徒の中からは出
てきます。カカオなんかもありますね。今日はト
ウモロコシを例にとって考えます。トウモロコシ
がこの世に出てきたという神話があったり、ある
いはトウモロコシの神（図 5-9）が重用されてい
たり、トウモロコシは主食だ、などという話をし
ます。そしてトウモロコシというと我々は黄色だ
と考えますけど、実は中米のトウモロコシは、皆
さんご存知の方も多いと思いますけども、カラフ
ルなものとなっております。大きく赤・黒・黄・
白です。これ（トウモロコシ）が何かのシンボ
ルになってたのではないかという問いかけです。
我々の生活の中で 4 つ要素があるものは何がある
かという問いかけをするわけですね。例えば、四

図 5-7　ギザのピラミッド（多々良撮影）

図 5-8　ティカルのピラミッド（多々良撮影）
図 5-9　トウモロコシの神（多々良『ようこそ

マヤ文明へ』p.68 より）
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季という答えが出たりします。中央アメリカは四
季がないので、じゃあ四季以外で何かないの？と
いった問いかけをします。最終的に答えとして出
てくるのは方位が多いですね。東西南北が色に象
徴されるという説明もしています。
　そして（授業の）最後なんですけど「今日のゴー
ル」ということで何を学んだかを考えてもらうと
いうこと。例えばどういうことを書かせるかです
が「授業で学んだ新たな発見を 100 字程度で書き
なさい」。読み上げませんけどもこのような答え
が出てきております。（「天文学的知識が豊富で建
築技術も高く驚いた。宗教的力が働くと、想像以
上に人間の力が発揮できると思う。生存に不可欠
な食べ物と結びついて精神的な拠り所が生まれ、
文化が成立する。現代も食糧事情次第で文化が変
化するかもしれない。」）以前はいろんなマヤの特
徴を話すと、（生徒たちは）こういうものがあっ
たと羅列して書いてきていました。最近では「現
代のものと結びつけて」とか「自分だったらどう
だろう？」ということを考えて書こうと呼びかけ
をしていますのでなかなか良いと思える文章が出
てきたりもします。勿論これ（この提出物）はよ
くできたものの 1 つですが。
　「これから目指すもの」ということですが、勿
論知識は必要です。ただこれから歴史総合や世界

史探究という科目が来年度から始まります。社会
に役立つものということで知識だけ沢山あっても
…と言われるわけですね。歴史総合につきまして
は、残念ながら近現代の歴史が中心なので古代ア
メリカの記述はほぼありません。ですが序章で「歴
史の扉」というのがありましてここでちょっと出
てくるかな、というところです。宗教的なものや
食料的なものを考えるきっかけになるくらいだと
思います。ただ、今教科書を編集・執筆している
段階ですけども再来年度（2023 年度）から世界
史探究が始まります。この世界史探究を見ますと、
思考力の育成がすごく大事です。それから 4 単位
から1単位減の3単位が標準単位となりますから、
いろんな知識をどんどん紹介をしていくことはで
きなくなってくる。そうすると詳しい説明は困難
で、思考する材料をうまく見つけるというような
ことになります。新学習指導要領では、主に書籍
や図表からの資料の利用、その資料に社会的考察
を加えるという学力の育成ということが謳われて
います。単に知識や理解を進めるコンテンツベー
スではなく、やはり考え方を変えていって、資質
や能力；歴史をどういうふうに考えているのか、
現在とどう結びつけていくのかというコンピテン
シーベースが重要ではないかと思います。今日は
以上となります。ご清聴ありがとうございました。

　6. 質問・ディスカッション

伊藤伸幸）会場の方からいくつか質問がありますの
で、それぞれの質問に答えていただきた
いと思います。一番最初鈴木先生の方に
行きたいと思います。

　　　　　鈴木先生に伺います。「多岐にわたる
学問分野との共同作業で真実に迫るとい
う点についてお尋ねします。現代社会と
の関わりを見る意味で研究対象の人骨が
発掘された地域に住む現代の人々とマヤ
人のエスノグラフィーとのコラボなども
あるのでしょうか？あるとしたら具体的

にどのようなことでしょうか？」よろし
くお願いします。

鈴　木）よくやっているところだと思います。
我々の研究でも現代にまで続く頭蓋変形
の伝統というのをちょっと調べていたこ
とがあります。

伊藤伸幸）ありがとうございます。それでは次に井
関先生の方に質問があります。「生贄は
古代アメリカだけにおいてだったのか、
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それとも他の大陸や時代でも見られたの
でしょうか？」というのが 1 つ目。2 つ
目は「ルチャリブレを通してリングを見
るメキシコの方々は古代アメリカをどれ
ほど意識されているのでしょうか？」

井　関）生贄に関してですが、生贄自体は多分世
界の様々な文化で行われていて、動物の
生贄でしたら今でも行われていると思い
ます。例えば日本でも「人柱」という言
葉がありますので、災害時などに自然の
神々に生きた人間を捧げるという行為
は、現代以前の人間文化にある程度共有
されていたものだと思います。しかしア
ステカのように生きた人間の心臓を取る
生贄の方法を制度化して広く共有した文
化としては、後古典期のメソアメリカは
非常に特殊な例だと思います。あまり他
の文化では聞いたことがないですね。

　　　　　ルチャリブレに関する質問ですが、現
代のメキシコの人たちが古代アメリカを
どのように意識しているかというのは、
多分すごく難しい問題です。メキシコに
はいろいろなレベルの混血の方々がい
て、地域差もあり、日本以上に複雑な社
会的格差があります。それぞれが自分の
国の歴史をどう思っているかは、一様で
はないと思います。メキシコには死者の
日（ハロウィンの時期のイベント）とい
う日本のお盆のように亡くなった人々を
祀る行事があるのですが、そこでは死者
に関連して骸骨のモチーフが多用されま
す。多分メキシコの古代文化のモチーフ
を利用して、文化的アイデンティティー
を共有しているんだと思うんですね。だ
からルチャドール（プロレスラー）で
も骸骨の衣装を着ている人が結構いま
す。そういうアイコン的なものをアイデ
ンティティーの一つとして意識している
部分はあると思います。ただそれは、私
たち日本人が、富士山、芸者、侍、忍者

などを、日本を対外的にアピールする時
にわざと使うのと似たような感覚ではな
いかと思います。彼らのアイデンティ
ティーを一言でお答えするのは難しいで
すね。

伊藤伸幸）ありがとうございます。次は伊藤遊先生
に質問です。「興味深いお話ありがとうご
ざいました。学習マンガではセリフの調
子や単語の選択があると思うのですが、
これは専門で担当する方がいらっしゃる
のでしょうか？またどのような基準で決
めているのでしょうか？」というところ
ですけどもよろしくお願いします。

伊藤遊）出版社や編集部によっていたりなかった
りということがあって、役割もバラバラ
なんですけれども、僕が調査した限りで、
共通して言えるのは、マンガ家さんと専
門家の方と編集者の方といったいろんな
立場の方がいる時に、一般の娯楽マンガ
を作る時はだいたい向いている方向が同
じなんですが、学習マンガを作る人たち
は、目的もバラバラになりがちです。現
状、学習マンガの制作現場には、こうし
た葛藤を調整する役の人がいないので、
パワーバランスが崩れた場合、立場の強
い人の意向に流れていくことが多いよう
です。今後は、マンガ表現についても分
かっていて、歴史研究にも造詣が深い、
調整役の人が登場するといいのかな、と
思っています。研究者でもマンガがお好
きな方がたくさんいらっしゃいますの
で、今後そういう役割の人が出てくるか
もしれません。

伊藤伸幸）ありがとうございました。次は多々良先
生に質問です。「今日のお話はまさに生
徒たちに考えさせるような世界史探究に
相応しい知識量が想像できました。しか
し現在の世界史の教科書では古代アメリ
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カに関する記述は非常に少ないように感
じました。高等教育では教科書から大き
く逸脱しない形で授業を行わなければな
らないかと思いますが、実際にどの程度
古代アメリカに関わる授業はできそうで
しょうか？また現在編集中の教科書に求
めることがございましたらご意見をお聞
かせください。」というところです。

多々良）はい、ありがとうございます。まず実際
の授業についてですけれども、やはり来
年度から始まるものとこれまでの授業は
大きく違うと思うんですね。今までの授
業は教科書から逸脱してはいけないと私
は思わなくて、教科書をきっかけに例え
ばこういうものがある・ああいうものが
あるとお話しすることは全然問題ないと
思います。ただその事がやっぱりいろん
な雑学や知識つけるためのものだという
風に言われるとすれば、来年度からの授
業に関してはやっぱりいろんな知識とい
うより、あるものを題材にしてそこから
一体何が考えられるかが頭にないとなか
なかそれができないかな、っていうこと
ですね。そういう意味では今までは逸脱
はありだと思います。特に私は私立の学
校なのでその辺の裁量は多分にあると思
いますけど、来年度以降は（時間の制限
上）ちょっと厳しくなると思います。

　　　　　そしてもう 1 つのご質問ですけれど
も、教科書の記述内容について今日の発
表の前半でもお話をいただきましたけれ
ども、やっぱりこういうのが必要だとか
ここが間違いだというのは間違いはあっ
てはいけないですけれども、ただこうい
うのも入れて欲しい、ああいうのも入れ
て欲しいというのは難しいだろうと。個
人として教科書会社に期待することは、
そこから何を考えられるかという題材に
なりうる知識を入れてほしいというこ
と、あとはそれの助けになるような資料

や絵、写真だったり（も入れて欲しいで
す）。実際に新しい教科書では、かなり
今までとは異なって資料や絵、写真がふ
んだんに使われていて、（副教材として
の）図版は必要ないぐらいたくさん載っ
ているので、そういうところを 1 つ 2 つ
加えていただければ大変助かるなと思っ
てます。以上です。

伊藤伸幸）ありがとうございました。次の質問です
けれども伊藤先生への質問です。「かつ
て学習マンガのようなものを考古学調査
の対象地や国外において製作するのにか
かわったことがあるためマンガ家・編集
者・専門家による葛藤の結果が作品にな
るというお話が腑に落ちました。そもそ
もマンガを読むという習慣が日本のよう
ではない国外において、学習マンガを
使って教育効果を得るのはとても難しく
感じたのですが、マンガリテラシー教育
を普及させていくというのはどのような
手段があり得るでしょうか？」というと
ころですけれども伊藤先生、よろしくお
願いします。

伊藤遊）マンガを対象とする学術的な研究は、90
年代以降、非常に発達していますが、博
物館なども含め、教育現場においては、
そうした知見は全然紹介されていない、
という印象があります。発展しつつある
マンガ研究の最新の知見をドンドン紹介
して欲しい、というのが、マンガを教育
現場で使いたいという方にいつも言って
いることなんです。90 年代までは、マ
ンガを分析するというと、作品の込めら
れたテーマかやメッセージを読み解く、
ということがほとんどでした。例えば、

『火の鳥』だったら、ヒューマニズムを
描いている、とかですね。90 年代以降は、
そうしたメッセージや内容を読者に効果
的に伝えるために、どのような手法で描
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かれているのか、という表現そのものの
分析にも関心が開いていきます。コマ割
りがどうなっているのかとか、キャラク
ターの造形がどうなっているのかとか
いったことをつぶさに分析している「マ
ンガ表現論」という研究ジャンルがあり
ます。学習マンガジャンルに限っても、
何が描かれてあるかという「事実」以上
に、それがどう描かれているのかをちゃ
んとわかった上で読まないと、学習マン
ガだけではないんですけど、マンガを、
ある意味、読み間違う可能性すらあると
思っています。どう読めば良いかという
表現研究の知見も一緒に教えることがで
きればいいかなと思っています。

伊藤伸幸）ありがとうございました。鈴木先生への
質問ということで「歯垢から把握された
穀物の、品種改良や DNA の抽出や解析
はどの程度可能なんでしょうか？ご紹介
いただいたスライドの事例で人骨や歯、
歯垢の研究から現在までにどの程度広範
囲に人々の往来や物品の交易がされてい
たと分かっているのかを教えていただけ
れば幸いです。同一地域で生涯を送った
人々の歯垢から、その人々が当該地域と
は異なる地方に移住してそこで摂取した
穀物が認められるケースや別の場所から
対象地域にもたらされた穀物が当該地域
において摂取されたケースとでは現在の
技術で違いを把握できるのでしょうか？
古代のメソアメリカにおいてバイオアー
キオロジーの研究を通じて従前に考えら
れていた交易圏についての見方が大きく
変わった事例があれば教えて下さい。」と
いうところです。よろしくお願いします。

鈴　木）歯石から DNA を抽出して品種を鑑定す
るという研究は日本では割とやっている
ところですが、メソアメリカではあまり
聞かないですね。元々 DNA の残りがあ

まり良くない地域で、最近 DNA の研究
が入って来てはいるのですが、コロナに
なって止まっている部分があるので、今
はまだないかなって気もします。あった
としてもパイロット的なものになるん
じゃないかと思います。

　　　　　次は、歯石の研究から現在までにどれ
くらいのことがわかっているのか、とい
うことですね。顕微鏡下で得られたデン
プン粒から食べていたものを考えるとい
うのは、例えばかなりデンプンの数が
あって特徴をすごく共有していれば、分
かりやすんですけども、そこまでバッチ
リ分かるものではないです。結構な数を
取って、統計的に処理をして、これと思
われるのではないか、というところに少
しずつ近づいていくっていうようなもの
です。

　　　　　当該地域とは異なる地域の穀物の存
在、つまり植物の動きについてですが、
これも入ってきた / 入っていないという
のをはっきりと同定するのはなかなか難
しいです。例えばある地域である植物の
みを食べていたというようなことが他の
研究から明確にわかっていて、これに対
応する現代のサンプルからデンプン粒の
しっかりとしたリファレンスが取られて
いて、さて、これとはまったく違う異な
る像が得られた、となれば、これはなに
か違うものを食べていたのではないか、
という可能性も示唆できます。ただこの
違う植物が輸入で入って来たものなの
か、新たに栽培されるようになったもの
なのか、さまざまな検証が必要になるで
しょう。

　　　　　最後に古人骨の研究でわかってきた交
易範囲の話ですが、特に交易範囲という
観点に特化するとなかなか難しい話で
す。ただ古人骨研究から得られた有名な
話として、従前テオティワカンにかなり
強い影響を受けた人ではないかと言われ
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ていたコパンの初代王が、実はそんなに
テオティワカンに関係のない人で、マヤ
文明圏に生まれた人がテオティワカンの
威を借りるような形でコパンに入ってき
たのではないか、というのがわかってき
た、というのがあります。従前の、テオ
ティワカンから王がやってきたのとは
ちょっと違うかなというところが出てき
たのですね。

伊藤伸幸）ありがとうございます。次、村野先生に
質問です。「メキシコでのコミュニティ
博物館の成功例のご紹介、興味深く拝聴
しました。ただ、中には建設されたが機
能していないものもあると思い、その場
合専門家の村野先生から見て地域社会に
拠点となるためには日本人研究者は何を
すべきでしょうか？お考えをお聞かせ願
えれば嬉しいです。」ということです。
よろしくお願いします。

村　野）はい、ありがとうございます。簡単に答
えるのは難しい質問と思います。外国の
人間が海外でどのように文化遺産活用
や、地域に貢献するのかを詳細に検討し
ている学問は開発論だと思います。その
動きから言えば、当初は経済開発を主に
進めていたのが、それが 80 年代ごろか
ら少しずつ理論が変わってきて人間中心
のアプローチをしていこうということに
なっています。もっと現地の人たちの声
とニーズを聞いて、自分たちの行動を考
えようということになっています。この
ような開発論の中の議論を参照しながら
自らの行動を考えていくのがよいのでは
ないかと私は考えております。ざっくり
とした回答ですけれどもよろしいでしょ
うか？

伊藤伸幸）はい、ありがとうございました。会場
の方から他にもいくつか質問が来ており

ますけれども、これについては講演録の
方でお答えしていきたいと思います。こ
のシンポジウムに関して少し皆さんにお
聞きしたいことがありますので、こちら
の方からちょっと質問させていただきま
す。「研究の成果と一般的なイメージの
間のズレはどういうところに認められま
すか？」というところですけれどもお答
えできる方いらっしゃいますか？多々良
さんとか現場で教えてるところですが、
どう思いますか？いかがでしょうか？

多々良）私が答えるのはおこがましいですけど
も、例えば一番最初に、今日の渡部さ
んから古代アメリカのこれまでの流れ
ということで、2009 年にシンポジウム
の 2 回目が開かれたっていう話がありま
したけども、その時にやっぱり話題に
なったのは細かい業績云々より、あるい
は分かっていることというより、インカ
とマヤとアステカが全然わかってないな
というのが非常に大きなズレかなと思い
ます。インカと言うと、我々専門家では
当然アンデスだって分かっているけれど
も、実際にマヤがペルーのアンデスにあ
るという誤解をしてる人もたくさんいま
すし、もしかすると例えばアンコール
ワットとかエジプトとかとごっちゃに世
界遺産絡みで全部一緒に考えてしまうよ
うな傾向もないわけではないです。むし
ろ細かい情報というより、ざっくりとし
たイメージからちょっとずれている場合
もあるかなっていうのが教え手の印象と
いうことになります。あとは井関さんに
も先ほどご質問がありましたけれども、
生贄が先行してものすごく残虐なイメー
ジの文明観が出来上がってるということ
もあるのでその辺もちょっと正確に伝え
ていく必要はあるのかなという風には感
じてます。以上になります。
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伊藤伸幸）ありがとうございます。他にいかがで
しょうか？例えば伊藤先生でしたらマン
ガとして表現する場合、そういった研究
成果と一般的なイメージのズレを矯正す
るためにマンガでどうするかとかいかが
でしょうか？ 

伊藤遊）学習マンガの例で説明しますと、むしろ
マンガは人が持ってるバイアスや思い込
み、ステレオタイプを利用しながら描か
れている表現でもあるので、場合によっ
てはそういうズレを助長してしまうって
いう可能性もあるんですけれども、逆に、
マンガが間に立ってるところもありま
す。制作現場でお話を聞いていると、監
修者の方は、最新の歴史的な事実――例
えば髪型や服装が実はこうだったといっ
たことは、マンガとしてすぐさま反映し
た方がいいとおっしゃる。しかし、マン
ガ家や編集者の方は、徐々に変えた方が
良い、と考えるんですね。秦の始皇帝が
すだれみたいな帽子をかぶっているの
は、歴史的事実としては間違いだけれど、
この帽子をかぶっていないと始皇帝だと
思ってもらえないので、帽子だけ一旦残
しておく、みたいなことをマンガでやっ
ている例があります。バイアスやイメー
ジのズレを助長してしまうのか、それと
もクッションのようになっているのかは
例によって違いますし、面白いなと思っ
ています。

伊藤伸幸）はい、ありがとうございました。では
村野先生いかがでしょうか？村野先生は
博物館に関わられていらっしゃいますか
ら、展示などの、研究成果と一般のイメー
ジのズレというのはいかがでしょうか？

村　野）はい、展示内容とイメージのズレはよく
ありますし、そもそも展示の内容が全て
正しく来館者に伝わっているというのは

間違いだというのが博物館学の考えで
す。博物館展示と来館者の間で起きてい
るのはインタラクティブ・ミスコミュニ
ケーションだと言われているぐらいで
す。来館者は展示をみながら、自分なり
に想像を膨らませたり、考えたりと各人
各様の仕方で展示を享受していくと認識
するのが出発点です。その上でズレをど
うするかですよね。もっとズレを修正し
たいならば、世間ではこういうイメージ
があるけどそれは間違いだと羅列する展
示も、勿論ありうると思います。しかし
ズレの中身にもよりますが、博物館にお
いてそこまでやるかと言うと一般的には
やらないと思います。それよりも、展示
について来館者がどのように考えるかを
重視して、そこでどんな会話が行われる
のか、どんな感想を持ったのかを調べま
す。その受容の仕方を調査した上で、例
えば今後自分たちが使う言葉や文章をど
うしようとか、展示に用いる写真や図を
どうしようといった展示側が工夫する方
向で考えていきます。博物館が強制的な
啓蒙機関となって間違いを正すというの
はうまくいかないことが明らかです。ズ
レを止めようと思うよりも、博物舘側が
どういう発言をするか、どのような表現
を使うかを工夫していき、来館者の博物
館体験を豊かにすることを目指すという
考えじゃないでしょうか。

伊藤伸幸）研究者の立場としては井関先生、それか
ら鈴木先生はどんなことでそういったこ
とを認めていらっしゃいますか？いかが
しょう？

井　関）一般的なイメージとのズレですよね。私
はズレていてもいいから、まずは興味を
持ってほしいと思っています。例えばマ
ンガやアニメにアステカの神様とかが
キャラクターに使われているものを最近
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目にしますが、逆にそこから興味を持っ
てもいいと思います。日本人の研究者の
絶対数が少ないという現実があって、大
学に研究者がいないから入試の問題にも
ならない、そうすると歴史の教科書にも
載らないし、高校生も勉強しない、とい
ういろんな悪循環があると思うんですよ
ね。だからまずはズレていてもいいから、
何かをきっかけに興味を持ってくれると
いいんじゃないかなって結構楽観的に考
えています。

伊藤伸幸）はい、ありがとうございます。鈴木先生、
どうでしょうか？

鈴　木）私が色々インタビューを受けたりして思
うのは「マヤ文明はもう滅びた。断絶し
たもの」として考えている人が多いって
いうことです。実はここが一番現実と一
般的な感覚とかずれているところかなと
思います。「もうなくなってしまった古
代の遺産を紐解いて、現代に活かせる知
識知識がないか」。そういうような質問
もあったりするので、やはり「独立国家
としてはマヤの国々が滅びたが、彼らの
文化や言葉っていうのはまだ生きてい
る。文明は続いている」ということは伝
えていかなきゃいけないかな、と思いま
す。「遥か古代に滅びた謎の文明」とい
うイメージが先走っているのは、やは
り否定できないと思うので、その辺は
ちょっとずつでも修正していくべきか
な、と思います。

伊藤伸幸）はい、ありがとうございます。だいぶズ
レがよく分かってきましたが、それに関
して鈴木さんも言ってましたけども、興
味を持ってもらうために（古代アメリカ
文明の）謎とか不思議とかいうイメージ
は有効なんでしょうか？というところで
皆さんにお答え頂きたい。どなたからで

も良いです。いかがでしょう？では、多々
良先生お願い致します。

多々良）先ほども申し上げたんですけど 2009 年の
古代アメリカ学会の公開シンポジウムの
時がやっぱりイメージが正しくないから、
イメージを正しくしようっていう方向の
シンポジウムだったんですね。ですから
それ以上でも以下でもないですけどやっ
ぱりイメージで謎とか不思議、ミステリ
アスっていうのが先行するのはあまりよ
ろしくないだろうというシンポジウムの
内容だったんです。一方でやはり高校生
や一般の方はミステリアスなもの・謎め
いたものがきっかけになって興味を持つ
場合が多いので、有効でないか有効かと
言われると私はかなり有効なんではない
かと思います。ただ、きっかけはそうで
あっても興味を持って色々と学んでも
らった時にはイメージの違いは修正して
いって欲しいなと思ってます。以上です。

伊藤伸幸）ありがとうございます。他の方いかがで
しょうか？では伊藤先生お願い致します。

伊藤遊）ここで言う「謎」や「ミステリー」が具
体的に何を指しているか分からないです
けど、それを解いていく楽しみみたいな
ものを学習に組み合わせていくというこ
とは、これも学習マンガですけども、成
功している事例があります。これまでの
学習マンガの考え方では、教科書には一
種の「正解」が載っていて、学習マンガ
はその「正解」をわかりやすく伝えるの
が使命、と考えられていました。特に科
学系の学習マンガはそう作られていまし
た。ところが最近は違うんです。日本の
学習マンガのフォーマットがアジアに広
がっていくなかで、韓国で『サバイバル
シリーズ』という学習マンガが作られた
んですが、そこでは、まずミッション・
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謎を設定して、それを主人公たちが解い
ていく。例えば『新型ウイルスのサバイ
バル』という作品では、謎の新型ウイル
スが蔓延し、主人公たちが危機的な状況
に陥るのですが、それを科学的な知識を
解決する。いきなり正解や知見をわかり
やすく伝えるのではなく、謎・ミッショ
ンがあって、それをクリアするためにゲー
ム感覚で少しずつ知識を伝えていくとい
う構造を持ったマンガシリーズで、これ
が、日本を含め、アジア中でめちゃくちゃ
人気なんですよ。そういった意味では、
謎を解くために知識を少しずつ小出しに
伝えていくやり方は、学習においてマン
ガ的には有効なのかもしれません。

伊藤伸幸）はい、ありがとうございます。謎とか不
思議ということでお話しいただいた鈴木
先生いかがでしょう？

鈴　木）興味を持ってもらうためには良いんじゃ
ないでしょうか。そういうところから
引っ掛かりを持って、なんで？と疑問に
思う人も多い。頭ごなしにではなくて、
少しずつ正しい方向に導いてあげれば良
いのかなと思いました。でも謎を全て取
り除くことはできないので残っていくと
は思いますね。

伊藤伸幸）ありがとうございます。時間もそろそろ
なくなってきましたので謎と不思議とい
うのは取っ掛りとしては有効だというと
ころでしょうか。それでは今日の発表し
ていただいた方どうもありがとうござい
ました。最後にこのシンポジウムを企画・
組織していただいた渡部先生にちょっと
ご挨拶をお願いして終わりにしたいと思
います。ゲストのみなさま、どうもあり
がとうございました。

　7 シンポジウムの時間で取り上げることができなかった質問とそれに対する回答

質　問）古文書などを、一般の立場で、閲覧する
ことは、可能でしょうか。英語で、大丈
夫でしょうか。

井　関）1990 年代に新大陸発見 500 周年に関連
して、多くの絵文書のレプリカや研究書
籍がスペイン語や英語で出版されまし
た。日本の大学図書館に所蔵されている
ものも多くあります。英語の関連書籍の
例としては以下のものが挙げられます。

　　　　Berdan, Frances F. and Patricia R. 
Anawalt （1997） The Essential Codex 
Mendoza. University of Carlifornia 
Press, Berkeley, Los Angeles, London.

　　　　Quiñones Keber, Eloise （1995） Codex 
Telleriano-Remensis. Ritual, Divination, 
and History in a Pictorial Aztec 

Manuscript. University of Texas Press, 
Austin.

質　問）骨の遺存には土中の水分量やｐ H が関
係しますが、マヤ文明圏の自然環境にお
ける骨の残りやすさはどのようなものな
のでしょうか。

鈴　木）マヤ文明圏の自然環境は非常に多様なの
で、一概に回答するのは難しいところで
す。北ユカタン沿岸（シュカンボ遺跡）
やグアテマラ南海岸（シンカベサス遺跡、
レイノサ遺跡）など遺存状態に一部優れ
る環境もあれば、そうでない環境もあり
ます。ただ一般論で言えば、総じてあま
り遺存状態は良くありません。
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質　問）最近子どもの古いミイラが発見されてい
ますが、メソアメリカでは子供のミイラ
が発見されているのでしょうか？また、
子供はどのような位置づけであったので
しょうか？

鈴　木）私の知る限りでは、マヤ文明圏で、子供
に限らず、自然な状態、意図的にかかわ
らずミイラ化したままの姿で古代マヤの
人のミイラが発見されたという例はない
と思います。一方でメソアメリカ全体を
見渡せば、出土時の状況から遺体の腐敗
の過程で一部がミイラ化し、その後完全
に白骨化したというような例が議論され
たことはあります。

　　　　　子供の位置付けというのは質問の意図
にもより、一概に回答することが難しい
です。ただ、子供も仕事をしていたのか、
というような意図であれば、女性と同様
に、実は積極的に生産活動に関わってい
たのではないか、と議論されたことがあ
ります。また我々の研究という観点から
言えば、乳児が社会の一員となっていく
ための重要なプロセスとして頭蓋変形が
議論されていますし、また結婚可能な年
齢に到達した頃に行われた儀礼の一つが
歯牙装飾だったのではないか、と考えら
れています。

質　問）西郷隆盛を主人公顔に変更するというの
は風貌を変えるのはホワイトウォッシュ
に近い問題を生みそうですね。KOEI の
ゲームですでにさんざんされているので
今更という扱いになるでしょうが

伊藤遊）マンガのキャラクターは、特に少女マン
ガにおけるキャラクターは、西洋人的な
美の基準を直接参照にして作られてい
る、という意味では、そもそも、日本が
舞台であっても、すべてのキャラクター
を白人が演じているようなものだと言う

こともできるかもしれません。2000 年
代以降、日本のマンガ表現はグローバル
スタンダード化しますが、黒人も白人も
すべて日本の少女マンガ風の絵柄で表現
されている、アルジェリアの作家による
マンガを見たことがあります。（アルジェ
リアの様々な部族を紹介する「学習マン
ガ」でした。）

　　　　　一方で、カリカチュアの伝統もひいて
いるマンガにおいては、極端な誇張に
よって描かれたキャラクターが、ある種
の「多様性」を担保してきました。諷刺
表現でもあるカリカチュアは、それを観
る人の立場によっては、差別と受け取ら
れることもあります。80 年代終わりの

「ちびくろサンボ」問題は、マンガにお
ける黒人表現も委縮させ、すべてのキャ
ラクターを同じトーンで描くという、一
種の「ホワイトウォッシング」を引き起
こしました。

　　　　　マンガキャラクター表現の歴史とは、
多様性の描き分けとそれに伴う差別、差
別への反発とその結果としての一様化、
ということの繰り返しである、とも言え
ます。重要なのは、何度でも言いますが、
マンガを教育現場で活用しようとするな
らば、その表現自体が持つこうした特性
や歴史を学ぶ機会も設ける必要があると
いうことです。そうでなければ、マンガ
は結局、プロパガンダの手段にしかなり
ません。

質　問）「なぜアステカの太陽となった神ナナワ
ツィンはイケていないのか？」の設問は、
高校生に興味を持ってもらえるでしょう
か？世界的に見て、太陽神はカッコいい
と思うのですが、ナナワツィンは皮膚病
の神ですよね。この他、高校生が食いつ
くメソアメリカの不可思議な習慣や思想
をご存知でしたら、お教えください。
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多々良）この設問はありだと思います。神は必ず
しもカッコいいものである必要はなく、
絶対的なものでもありません。例えば、
日本の八百万の神は非常に人間ぽくっ
て、機嫌を損ねたり、悪さをしたりしま
す。病気と関係のある神も存在するのだ
とわかるという意味で、イケてると思い
ます。それから、マヤ文明には放血儀礼
がありますが、女性の場合、下を切って
血を出します。男性の場合は性器を切っ
て血を出します。女性の場合はシンポジ

ウムでも紹介しましたが、男性の場合は
「問い」にもなると思います。また、ア
ステカの場合は、生贄を捧げる理由を考
え、その画像も見せると効果があります。

コメント）パレンケのパカル王を宇宙人だと思って
いた駐在員の子女の中に後年考古学を学
んだ事例もありますので、何ぞやミステ
リーは子どもにとってはワクワクするも
のだと思います。

実行委員長挨拶

　今日の講演者の方、そして参加者の皆様ありが
とうございました。来週もう一度アンデス編があ
りますのでどうぞまたご参加ください。今回のシ
ンポジウムで我々の 1 番の課題だったのは情報の
宣伝の仕方なのですね。学会員及び研究者にはそ
れなりの情報が届いているかと思うのですけど
も、一般の方々に出来るだけ聞いてほしいと思っ
ております。ですから今日参加してくださった方

で知り合いの方、あるいはこういうところに宣伝
すれば連絡すれば情報が伝わるということをご存
知でしたら、直接ご連絡いただくかあるいはこち
らの学会の事務局の方に 1 本メールで情報いただ
ければこちらの方から情報を宣伝致しますのでど
うぞよろしくお願い致します。来週も当日まで受
付可能です。どうぞよろしくお願いします。では
今日はこれで失礼致します。
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